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は
じ
め
に

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
15
日
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
聖
断
と
し
て
の

「
大
東
亜
戦
争
終
結
ノ
詔
書
」
に
よ
り
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
昭
和
16
年
12
月
８
日
開
戦
の
太
平
洋
戦
争
は
、
昭
和
17
年
６
月
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
降
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
・
ア
ッ
ツ
・
マ
リ
ア
ナ
・
サ
イ
パ
ン
・

ペ
リ
リ
ュ
ー
な
ど
の
南
洋
で
の
敗
北
が
続
き
、
日
本
は
敗
戦
へ
の
道
を
辿
る
こ

と
に
な
る
。

　

日
本
政
府
・
大
本
営
は
戦
争
指
導
方
針
と
し
て
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
３

月
７
日
の
第
１
回
か
ら
都
合
４
回
に
わ
た
っ
て
「
今
後
採
ル
ヘ
キ
戦
争
指
導
ノ

（
基
本
）
大
綱
」（
「
戦
争
指
導
大
綱
」
）
を
定
め
た
と
さ
れ
る
が
（
立
川
２
０
１

０
）
、
そ
の
第
３
回
と
４
回
の
間
の
昭
和
20
年
１
月
18
日
に
最
高
戦
争
指
導
会

議
で
決
定
さ
れ
た
大
綱
で
「
帝
国
は
昭
和
二
十
年
前
半
期
に
於
て
、
速
に
日
満

華
の
総
力
を
徹
底
的
に
結
集
、
戦
力
化
し
特
に
本
土
決
戦
即
応
態
勢
を
確
立

し
、
一
億
必
勝
を
確
信
し
、
主
敵
米
の
侵
寇
を
破
摧
し
、
飽
く
迄
戦
争
を
完
遂

す
、
此
の
間
活
発
な
る
施
策
に
よ
り
対
ソ
静
謐
の
保
持
に
努
む
」
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
た
（
外
務
省
１
９
５
２
）
。

　

さ
ら
に
、
大
本
営
に
よ
る
同
年
１
月
20
日
の
「
帝
国
陸
海
軍
作
戦
計
画
大
綱
」

（
本
土
決
戦
に
関
す
る
作
戦
大
綱
）
も
示
さ
れ
た
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
。

　

昭
和
20
年
６
月
８
日
に
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
第
４
回
の
戦
争
指
導
大

綱
に
お
け
る
国
力
の
現
状
の
中
に
は
「
（
ニ
）
液
体
燃
料
ノ
供
給
ハ
今
後
日
満
支

ノ
自
給
ニ
俟
ツ
ノ
外
ナ
ク
貯
油
ノ
払
底
ト
増
産
計
画
ノ
進
行
遅
延
ニ
伴
ヒ
航
空

燃
料
等
ノ
逼
迫
ハ
中
期
以
降
戦
争
遂
行
ニ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
ス
情
勢
ナ

リ
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
、
航
空
燃
料
等
が
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

昭
和
20
年
に
入
っ
て
、
「
金
属
類
回
収
令
」
の
改
正
（
勅
令
第
62
号
）
に
見

る
よ
う
に
物
資
不
足
は
著
し
く
、
ま
た
、
根
こ
そ
ぎ
動
員
と
し
て
第
１
次
配
備

（
本
土
決
戦
第
一
次
兵
備
）
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
側
の
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
た
。

　

と
も
か
く
、
昭
和
19
～
20
年
の
頃
に
は
、
日
本
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
は
枯
渇
し
て
き
て
お
り
、
と
く
に
石
油
は
不
足
し
て
い
た
。
そ
れ
を
補
う

も
の
と
し
て
、
松
根
油
や
松
脂
、
樟
脳
・
樟
脳
油
、
箆
麻
な
ど
の
増
産
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
の
う
ち
、

本
稿
で
は
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
松
脂
の
採
取
痕
跡
事
例
を
紹
介
す
る
。

松
根
油
・
松
脂
と
は

　

松
根
油
と
は
、
北
村
恒
信
氏
に
よ
る
と
、「
松
の
根
株
を
乾
溜
し
て
得
た
の
が

松
根
油
で
あ
る
。
こ
れ
を
精
製
す
る
と
、
広
汎
な
用
途
を
も
つ
テ
レ
ピ
ン
油
や

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
、
そ
の
他
が
生
ま
れ
る
。…

（
中
略
）…

太
平
洋
戦
争
下
、

制
海
制
空
権
を
奪
わ
れ
、
南
方
占
領
地
区
か
ら
の
石
油
の
輸
送
も
困
難
を
き
わ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め

松
根
油
か
ら
航
空
燃
料
を
生
産
し
よ
う
と
、
大
政
翼
賛
会
の
運
動
と
し
て
日
本

全
国
各
県
、
各
市
町
村
、
各
地
区
へ
と
松
根
発
掘
量
を
割
り
当
て
る
な
ど
し
て

強
制
し
た
。
男
手
は
少
な
く
、
女
子
供
の
手
に
よ
る
慣
れ
な
い
重
労
働
が
毎
日

く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 /

 

松
根
油
が
航
空
燃
料
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
か
と
い
う
と
、
高
々
度
飛
行
に
絶
対
に
必
要
な
高
オ
ク
タ
ン
価
で
あ
る
。

１
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
で
は
零
下
55
度
に
も
温
度
が
下
が
り
、
気
圧
も
地
上
の

三
分
の
一
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
重
要
な
発
動
機
を
動
か
す
ガ
ソ
リ
ン
ま
で
も

蒸
気
閉
塞
を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
高
度
の
オ
ク
タ
ン
価
を
有
す

る
油
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 /

 

松
根
油
こ
そ
、
こ
の
要
求
に
う
っ
て
つ
け
の

高
性
能
オ
ク
タ
ン
価
（
150
以
上
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
研
究
の
結
果
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
（
北
村
２
０
０
２
）
、
航
空
燃
料
に
使
う
た
め
に
各
地

で
松
根
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
採
掘
さ
れ
た
松
根
の
量
は
、

陸
軍
地
域
約
23
万
ト
ン
、
海
軍
地
域
約
61
万
ト
ン
だ
っ
た
と
い
う
」
が
、
そ
れ

が
実
用
に
供
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
で
松
脂
は
、
『
広
辞
苑
』
（
昭
和
55
年
９
月 

第
２
版
補
訂
版 

第
５
刷
）

に
よ
る
と
、「
松
（
特
に
ク
ロ
マ
ツ
）
の
幹
か
ら
分
泌
し
た
樹
脂
。
粘
気
多
く
、

黄
色
ま
た
は
帯
褐
黄
色
で
、
硬
膏
・
蠟
膏
の
原
料
、
テ
レ
ビ
ン
油
・
ワ
ニ
ス
の

製
造
、
製
紙
・
石
鹸
工
業
な
ど
に
使
用
。
松
膏
。」
と
さ
れ
る
。
松
脂
は
、
松
の

根
株
を
乾
留
し
な
く
と
も
得
ら
れ
る
樹
脂
（
松
精
油
・
松
根
油
）
で
あ
り
、
よ

り
簡
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
根
油
等
に
か
か
る
研
究
及
び
施
策

　

我
が
国
に
お
い
て
、
松
脂
・
松
根
油
に
関
す
る
調
査
研
究
は
明
治
末
期
か
ら

見
ら
れ
る
。
森
林
総
合
研
究
所
（
現
国
立
研
究
開
発
法
人 

森
林
研
究
・
整
備

機
構
）
に
よ
る
試
験
報
告
が
あ
る
。
松
脂
は
蝋
燭
の
代
用
品
と
な
り
、
そ
の
蒸
留

で
得
ら
れ
た
松
精
油
が
香
水
・
薬
品
や
溶
剤
に
使
わ
れ
た
り
し
、
ま
た
、
松
根

油
は
ペ
イ
ン
ト
や
漆
溶
剤
、
防
擦
剤
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の

試
験
は
あ
く
ま
で
林
業
振
興
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
の
際
の
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
等
に
つ
い
て
は
、
不

足
す
る
航
空
機
燃
料
の
代
替
品
と
し
て
ま
ず
海
軍
が
取
り
組
み
、
次
い
で
陸
軍

や
農
商
務
省
・
内
務
省
も
開
発
に
乗
り
出
し
た
と
さ
れ
る
（
石
井
２
０
０
３
・

伊
藤
２
０
１
８
）
。
防
衛
省
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る

資
料
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
多
く
の
要
綱
や
方
策
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

・
昭
和
19
年
10
・
23
「
松
根
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
次
官
会
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
）

・
昭
和
20
年
３
・
15
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
実
施
方
策
」
（
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
会
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
16
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
20
「
樟
脳
、
樟
脳
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
）

　
　
　
　
　

４
・
20
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
ニ
関
ス
ル
陸
軍
、
海
軍
、
農
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
省
申
合
事
項
」

　
　
　
　
　

４
・
21
「
松
脂
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
（
農
商
次
官　

→　

各

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
道
府
県
あ
て
）

　
　
　
　
　

６
・
16
「
陸
海
軍
松
脂
支
援
地
域
中
央
協
定
」

　

ま
た
、
福
岡
県
議
会
で
は
、
昭
和
19
年
に
松
根
油
の
緊
急
抽
出
の
た
め
の
増

産
施
設
補
助
費
６
７
万
４
５
１
２
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
（
福
岡
県
議
会

１
９
５
７
）
。

松
脂
採
取
・
松
根
油
製
造
に
関
す
る
事
例

　

上
記
し
た
松
脂
採
取
や
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
国
を
挙
げ
て
の
取
組
み

で
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
人
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
た
ら
し
い
。

　

市
町
村
史
誌
類
に
も
戦
時
中
の
出
来
事
と
し
て
記
述
さ
れ
た
り
、
戦
時
中
の

こ
と
を
扱
っ
た
図
録
な
ど
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に
そ
れ
に
携
わ

っ
た
人
が
発
し
た
声
を
記
録
し
た
も
の
も
あ
る
。

 
 

井
上
晋
氏
は
福
岡
市
西
区
生
の
松
原
に
あ
る
九
州
大
学
演
習
林
内
の
松
林
中

に
、
松
脂
採
取
の
痕
跡
を
有
す
る
松
28
本
を
確
認
し
て
い
る
（
井
上
２
０
０
９
）
。

　

伊
藤
慎
二
氏
は
、
勤
務
す
る
大
学
の
構
内
に
あ
る
松
の
幹
に
残
る
削
っ
た
痕

に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
構
内
に
存
在
す
る
松
10
本
に

つ
い
て
、
縦
長
長
方
形
状
の
Ａ
類
と
、
横
長
で
下
向
き
の
三
角
形
状
の
Ｂ
類
に

分
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
松
脂
採
取
痕
跡
に
つ
い
て
の
解
釈
や
保
存
・
活
用

の
課
題
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
伊
藤
２
０
１
８
）。
考
古
学
的
視
点
で

検
証
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

特
異
な
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
20
年
７
月
末
に
奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
村

（
當
麻
町
）
加
守
字
ス
ミ
ヤ
キ
で
、
松
根
油
を
取
る
た
め
の
松
根
を
掘
っ
て
い
た

際
に
金
銅
骨
壺
を
掘
り
当
て
た
た
め
、
末
永
雅
雄
氏
と
嶋
田
曉
氏
と
が
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
い
う
（
嶋
田
２
０
０
９
）
。

宗
像
市
さ
つ
き
松
原
の
松
脂
採
取

 
 

全
国
白
砂
青
松
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
「
さ
つ
き
松
原
」
は

総
長
５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
北
端
に
近
い
所

の
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
間
に
、
松
脂
を
採
取
し
た
際
に
傷
つ
け
た
で
あ
ろ

う
痕
跡
の
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
、
少
な
く
と
も
５
本
は
確
認
で
き
た
。
周
辺
も
含

め
て
精
査
す
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
伊
藤
の
分
類
に

よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で
あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23
～
73
㎝
、

横
６
～
13
㎝
で
、
地
表
か
ら
の
高
さ
は
、
下
端
が
15
～
90
㎝
、
上
端
が
54
～

１
８
０
㎝
の
間
に
収
ま
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り
は
76
～
１
６
０
㎝
で

あ
っ
た
。
刻
線
ら
し
き
痕
跡
が
見
え
る
も
の
が
１
本
の
み
あ
っ
た
が
、
確
実
で

は
な
い
。

　

こ
の
松
林
は
、
全
体
に
小
さ
め
の
松
が
多
く
、
そ
の
中
に
古
い
大
き
な
松
が

点
在
す
る
と
い
う
景
観
で
あ
る
。
所
々
に

伐
り
倒
し
た
根
本
切
り
株
も
見
ら
れ
る
の

で
、
以
前
は
大
木
が
林
立
し
て
い
た
も
の

だ
ろ
う
。
現
存
の
大
き
な
松
の
根
回
り
は
２
０
０
㎝
を
越
す
も
の
が
あ
る
（
写

真
１
～
７
）
。

福
津
市
緑
町
松
林
の
松
脂
採
取

 
 

ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
の
中

に
、
松
脂
を
採
集
し
た
際
に
傷
つ
け

た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
少
な
く
と
も

５
本
は
確
認
で
き
た
。
伊
藤
の
分
類

に
よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で

あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23

～
42
㎝
、
横
13
～
25
㎝
で
、
地
表

か
ら
の
高
さ
は
40
～
１
３
３
㎝
と

な
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り

は
１
５
０
～
２
０
３
㎝
で
あ
っ
た
。
刻
線
の
あ
る
も
の
は
１
本
の
み
見
ら
れ
、

そ
の
刻
線
は
斜
格
子
状
を
呈
し
て
い
る
。
（
写
真
８
～
14
）

お
わ
り
に

　

石
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
の
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
昭
和
19
年
に
ド
イ

ツ
駐
在
武
官
か
ら
軍
令
部
宛
に
届
い
た
電
報
に
よ
る
情
報
、
す
な
わ
ち
「
ド
イ

ツ
で
は
松
か
ら
採
取
し
た
油
で
航
空
機
を
飛
ば
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
発

端
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

日
本
全
国
の
津
々
浦
々
で
松
の
根
を
掘
り
起
こ
し
、
松
脂
を
採
取
し
て
僅
か

な
航
空
ガ
ソ
リ
ン
が
製
造
さ
れ
た
も
の
の
「
そ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
航
空
機
に
使
用

さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
」
（
石
井
２
０
０
３
）
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
つ
き
松
原
は
黒
田
長
政
が
慶
長
７
年(

１
６
０
２)

に
マ
ツ
の
植
樹
を
命
じ

た
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
大
き
な
松
が
多
数
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ふ
く

つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
も
古
く
か
ら
の
松
並
と
考
え
て
よ
い
所
で
あ
る
。
と
も

に
昭
和
19
～
20
年
の
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
松
脂
を
採
集
し
た
松
は
た
く
さ

ん
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
傷
つ
け
た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
そ
こ
で
は

現
在
で
も
少
数
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

花
田
２
０
１
６
に
は
、
３
人
か
ら
の
引
用
・
聞
き
取
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
一
人
は
「
五
月
松
原
で
松
根
油
が
採
取
さ
れ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
さ
つ
き
松
原
の
５
本
の
松
の
傷
跡
が
松
脂

採
取
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
聞
き
取
り
内
容
を
現
認
し
え
た
と
考
え
た

い
。
ま
た
、
花
田
氏
の
母
親
の
体
験
談
に
は
松
脂
採
取
の
場
所
と
し
て
用
山
・

平
山
・
大
井
の
地
名
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
宗
像
の
内
陸
部
で
あ
る
。
そ

こ
に
傷
痕
跡
の
あ
る
松
が
今
も
現
存
す
る
か
否
か
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
松

の
あ
る
所
の
ほ
と
ん
ど
で
松
脂
採
取
が
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

玄
界
灘
か
ら
響
灘
の
沿
岸
に
は
、
虹
の
松
原
・
幣
の
松
原
・
生
の
松
原
・
さ

つ
き
松
原
・
三
里
松
原
な
ど
多
く
の
松
原
が
あ
る
。
多
く
の
松
で
松
脂
採
取
が

な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
先
の
戦
争
に
関
連
し
た
痕
跡
と
し
て
の
松
の
木
は
各
地
に
ま

だ
多
く
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
、
伊
藤
氏
の
論
文
や
花
田
氏
の
著

作
を
踏
ま
え
て
、
宗
像
地
域
で
確
認
し
え
た
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

末
尾
な
が
ら
、
ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
に
つ
い
て
、
そ
の
関
連
事
項
を

調
べ
て
い
た
だ
い
た
福
津
市
教
育
委
員
会
の
田
上
浩
司
氏
、
西
南
学
院
大
学
構

内
の
松
脂
採
取
痕
跡
ほ
か
を
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
種
々
教
示
い
た
だ
い
た
伊

藤
慎
二
氏
、
そ
し
て
花
田
勝
弘
氏
ほ
か
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

註
１
．
大
東
亜
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
、
日
中
戦
争
あ
る
い
は
１
９
３
１
（
昭
和

　

６
）
年
９
・
18
に
起
き
た
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
）
以
降
を
指
し
て
十
五
年
戦
争

　

と
捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
平
洋
戦
争
と
す
る
。

２
． 

国
立
公
文
書
館 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
燃
料
関
係
の

　

技
術
資
料
の
中
に
、
陸
軍
燃
料
研
究
所
が
行
っ
て
い
た
研
究
の
一
覧
が
あ
り
、
「
松

　

根
油
処
理
法
ニ
関
ス
ル
研
究
」
・
「
松
脂
処
理
ニ
関
ス
ル
研
究
」
が
示
さ
れ
る
。

　

h
t
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p
:
/
/
w
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j
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.
j
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３
．
守
屋
物
四
郎
・
石
坂
四
郎　

１
９
０
８
・
３
「
松
脂
採
集
試
験
報
告
」
林
業
試
験

　

報
告
№
５

　

牧
野
清
利
・
守
屋
重
政 

１
９
１
１
・
11 

「
松
根
油
製
造
試
験
報
告
」
林
業
試
験
報

　

告
№
９
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s
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/
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w
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k
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/
9
-
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C
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1
2
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1
7
6
0
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５
．
福
岡
県
内
の
市
町
村
史
誌
類
で
は
、『
金
田
町
史
』（
１
９
６
８
）
・
『
郷
土
読
本
わ

　

れ
ら
の
川
崎
』
（
１
９
６
９
）
・
『
直
方
市
史 

資
料
編
下
巻
』
（
１
９
８
３
）
・
『
薦
野

　

の
戦
記
』（
１
９
８
４
）・
『
春
日
市
史
』（
１
９
９
５
）・
『
上
陽
町
郷
土
史
年
表
』（
１

　

９
９
５
）・『
小
郡
市
史 

第
五
巻
』（
１
９
９
９
）・『
星
野
村
史 

行
政
・
教
育
編
』（
２

　

０
０
０
）・『
大
野
城
市
史 

下
巻
』
（
２
０
０
４
）・『
築
城
町
誌
』
（
２
０
０
６
）・『
古

　

賀
市
う
る
わ
し
』
（
２
０
０
７
）
・
『
小
郡
市
史 

補
遺
編
』
（
２
０
１
７
）
な
ど
に
お

　

い
て
松
脂
採
取
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

６
．
多
く
の
事
例
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
例
え
ば
、
研
秀
出
版

　

株
式
会
社
の
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ラ
ー
昭
和
史 

第
８
巻 

終
戦
の
悲
劇
』
（
１
９
８

　

９
）
に
は
蒸
留
精
製
し
た
松
根
油
が
ド
ラ
ム
缶
に
つ
め
ら
れ
、
空
爆
を
避
け
る
た
め

　

に
地
下
貯
蔵
庫
に
搬
入
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
56
）
。

　
　

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
研
究
会
編
２
０
０
０
に
お
い
て
、
第
５
章
「
日
米
の
兵
器

　

比
較
に
み
る
戦
争
哲
学
の
違
い
」
の
中
の
「
科
学
技
術
と
戦
争
５　

松
ヤ
ニ
と
サ
ツ

　

マ
イ
モ
で
戦
闘
機
を
飛
ば
せ
！―

全
国
で
掘
り
起
こ
し
た
松
根
か
ら
も
ガ
ソ
リ
ン

　

づ
く
り―
」
の
項
に
添
付
さ
れ
た
写
真
な
ど
が
あ
る
（
Ｐ
245
）
。

　

　

さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
社
１
９
７
７
に
は
松
脂
採
取
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
（
Ｐ
85
）
、

　

伊
藤
２
０
１
８
に
は
松
脂
の
主
な
採
取
方
法
の
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
173
）
。

７
．
花
田
２
０
１
６
の
Ｐ
124
～
125
に
も
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
、
平
成
30
年

　

段
階
で
西
日
本
新
聞
が
毎
週
金
曜
日
の
朝
刊
に
連
載
し
て
い
る
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄

　

の
「
戦
争―

次
の
世
代
へ
の
伝
言
」
に
お
い
て
も
、
戦
争
体
験
者
の
こ
と
ば
と
し
て

　

松
根
掘
り
や
松
脂
採
取
の
話
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

８
．
ド
イ
ツ
駐
在
武
官
か
ら
の
電
報
に
つ
い
て
、
石
井
２
０
０
３
で
は
昭
和
19
年
３
月

　

と
し
、
伊
藤
２
０
１
８
は
同
年
７
月
と
し
て
い
る
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

・ 

石
井
正
紀 

２
０
０
３
・
６ 

『
陸
軍
燃
料
廠
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
）

・ 

伊
藤
慎
二 

２
０
１
８
・
２ 

「
西
南
学
院
大
学
構
内
の
戦
争
遺
跡―

戦
時
下
の
松
脂

　

採
取
痕
跡
を
中
心
に―

」
『
西
南
学
院
大
学 

国
際
文
化
論
集
』
第
32
巻 

第
２
号

・ 

井
上
晋 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
植
物
と
人
・
生
き
も
の
③ 

 

福
岡
市
・
生
ノ
松
原
の

　

松
脂
採
取
と
松
根
油
精
製
」
『
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
』
330

・ 

外
務
省
編
纂 

１
９
５
２
・
５ 

『
終
戦
史
録
』 

新
聞
月
鑑
社

・ 

北
村
恒
信 

２
０
０
２
・
９ 

『
戦
時
用
語
の
基
礎
知
識
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ

　

文
庫
）

・ 

嶋
田
曉 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
戦
時
中
の
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
活
動
」
『
考
古
学
ジ

　

ャ
ー
ナ
ル
』
338

・ 

太
平
洋
戦
争
研
究
会
編　

２
０
０
０
・
８[

２
０
０
１
・
５
第
６
刷]

『
学
校
で
教
え

　

な
い
教
科
書　

面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
太
平
洋
戦
争
』
日
本
文
芸
社

・ 

立
川
京
一 

２
０
１
０
・
３ 

「
戦
争
指
導
方
針
決
定
の
構
造―

太
平
洋
戦
争
時
の
日

　

本
を
事
例
と
し
て―

」
『
戦
史
研
究
年
報
』
第
13
号

・ 

花
田
勝
弘 

２
０
１
６
・
８ 

『
北
部
九
州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦―

沖
ノ
島
砲
台

　

と
宗
像―

』
宗
像
考
古
刊
行
会

・ 

福
岡
県
議
会
事
務
局 

 

１
９
５
７
・
12 

 

『
詳
説 

福
岡
県
議
会
史 

昭
和
篇
第
２
巻
』

・ 

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室 

１
９
７
２
・
７ 

『
本
土
決
戦
準
備
〈
２
〉―

九
州
の

　

防
衛―

』
戦
史
叢
書
57　

朝
雲
新
聞
社

・ 

毎
日
新
聞
社 

 

１
９
７
７
・
９ 

 

『
１
億
人
の
昭
和
史
［
15]

昭
和
史
写
真
年
表
』

（
い
さ
き
と
し
あ
き　

原
始
・
古
代
部
会
）

戦
争
と
松
脂
採
取
・
松
根
油　

―

宗
像
で
も
松
脂
が
採
取
さ
れ
た―

（
註
１
）

し
ょ
う
こ
ん
ゆ

ま
つ
や
に

し
ょ
う
の
う

ひ　

ま

伊 

﨑　

俊 

秋

《
資
料
紹
介
》

             



46

は
じ
め
に

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
15
日
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
聖
断
と
し
て
の

「
大
東
亜
戦
争
終
結
ノ
詔
書
」
に
よ
り
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
昭
和
16
年
12
月
８
日
開
戦
の
太
平
洋
戦
争
は
、
昭
和
17
年
６
月
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
降
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
・
ア
ッ
ツ
・
マ
リ
ア
ナ
・
サ
イ
パ
ン
・

ペ
リ
リ
ュ
ー
な
ど
の
南
洋
で
の
敗
北
が
続
き
、
日
本
は
敗
戦
へ
の
道
を
辿
る
こ

と
に
な
る
。

　

日
本
政
府
・
大
本
営
は
戦
争
指
導
方
針
と
し
て
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
３

月
７
日
の
第
１
回
か
ら
都
合
４
回
に
わ
た
っ
て
「
今
後
採
ル
ヘ
キ
戦
争
指
導
ノ

（
基
本
）
大
綱
」（
「
戦
争
指
導
大
綱
」
）
を
定
め
た
と
さ
れ
る
が
（
立
川
２
０
１

０
）
、
そ
の
第
３
回
と
４
回
の
間
の
昭
和
20
年
１
月
18
日
に
最
高
戦
争
指
導
会

議
で
決
定
さ
れ
た
大
綱
で
「
帝
国
は
昭
和
二
十
年
前
半
期
に
於
て
、
速
に
日
満

華
の
総
力
を
徹
底
的
に
結
集
、
戦
力
化
し
特
に
本
土
決
戦
即
応
態
勢
を
確
立

し
、
一
億
必
勝
を
確
信
し
、
主
敵
米
の
侵
寇
を
破
摧
し
、
飽
く
迄
戦
争
を
完
遂

す
、
此
の
間
活
発
な
る
施
策
に
よ
り
対
ソ
静
謐
の
保
持
に
努
む
」
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
た
（
外
務
省
１
９
５
２
）
。

　

さ
ら
に
、
大
本
営
に
よ
る
同
年
１
月
20
日
の
「
帝
国
陸
海
軍
作
戦
計
画
大
綱
」

（
本
土
決
戦
に
関
す
る
作
戦
大
綱
）
も
示
さ
れ
た
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
。

　

昭
和
20
年
６
月
８
日
に
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
第
４
回
の
戦
争
指
導
大

綱
に
お
け
る
国
力
の
現
状
の
中
に
は
「
（
ニ
）
液
体
燃
料
ノ
供
給
ハ
今
後
日
満
支

ノ
自
給
ニ
俟
ツ
ノ
外
ナ
ク
貯
油
ノ
払
底
ト
増
産
計
画
ノ
進
行
遅
延
ニ
伴
ヒ
航
空

燃
料
等
ノ
逼
迫
ハ
中
期
以
降
戦
争
遂
行
ニ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
ス
情
勢
ナ

リ
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
、
航
空
燃
料
等
が
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

昭
和
20
年
に
入
っ
て
、
「
金
属
類
回
収
令
」
の
改
正
（
勅
令
第
62
号
）
に
見

る
よ
う
に
物
資
不
足
は
著
し
く
、
ま
た
、
根
こ
そ
ぎ
動
員
と
し
て
第
１
次
配
備

（
本
土
決
戦
第
一
次
兵
備
）
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
側
の
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
た
。

　

と
も
か
く
、
昭
和
19
～
20
年
の
頃
に
は
、
日
本
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
は
枯
渇
し
て
き
て
お
り
、
と
く
に
石
油
は
不
足
し
て
い
た
。
そ
れ
を
補
う

も
の
と
し
て
、
松
根
油
や
松
脂
、
樟
脳
・
樟
脳
油
、
箆
麻
な
ど
の
増
産
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
の
う
ち
、

本
稿
で
は
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
松
脂
の
採
取
痕
跡
事
例
を
紹
介
す
る
。

松
根
油
・
松
脂
と
は

　

松
根
油
と
は
、
北
村
恒
信
氏
に
よ
る
と
、「
松
の
根
株
を
乾
溜
し
て
得
た
の
が

松
根
油
で
あ
る
。
こ
れ
を
精
製
す
る
と
、
広
汎
な
用
途
を
も
つ
テ
レ
ピ
ン
油
や

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
、
そ
の
他
が
生
ま
れ
る
。…

（
中
略
）…

太
平
洋
戦
争
下
、

制
海
制
空
権
を
奪
わ
れ
、
南
方
占
領
地
区
か
ら
の
石
油
の
輸
送
も
困
難
を
き
わ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め

松
根
油
か
ら
航
空
燃
料
を
生
産
し
よ
う
と
、
大
政
翼
賛
会
の
運
動
と
し
て
日
本

全
国
各
県
、
各
市
町
村
、
各
地
区
へ
と
松
根
発
掘
量
を
割
り
当
て
る
な
ど
し
て

強
制
し
た
。
男
手
は
少
な
く
、
女
子
供
の
手
に
よ
る
慣
れ
な
い
重
労
働
が
毎
日

く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 /

 

松
根
油
が
航
空
燃
料
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
か
と
い
う
と
、
高
々
度
飛
行
に
絶
対
に
必
要
な
高
オ
ク
タ
ン
価
で
あ
る
。

１
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
で
は
零
下
55
度
に
も
温
度
が
下
が
り
、
気
圧
も
地
上
の

三
分
の
一
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
重
要
な
発
動
機
を
動
か
す
ガ
ソ
リ
ン
ま
で
も

蒸
気
閉
塞
を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
高
度
の
オ
ク
タ
ン
価
を
有
す

る
油
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 /

 

松
根
油
こ
そ
、
こ
の
要
求
に
う
っ
て
つ
け
の

高
性
能
オ
ク
タ
ン
価
（
150
以
上
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
研
究
の
結
果
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
（
北
村
２
０
０
２
）
、
航
空
燃
料
に
使
う
た
め
に
各
地

で
松
根
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
採
掘
さ
れ
た
松
根
の
量
は
、

陸
軍
地
域
約
23
万
ト
ン
、
海
軍
地
域
約
61
万
ト
ン
だ
っ
た
と
い
う
」
が
、
そ
れ

が
実
用
に
供
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
で
松
脂
は
、
『
広
辞
苑
』
（
昭
和
55
年
９
月 

第
２
版
補
訂
版 

第
５
刷
）

に
よ
る
と
、「
松
（
特
に
ク
ロ
マ
ツ
）
の
幹
か
ら
分
泌
し
た
樹
脂
。
粘
気
多
く
、

黄
色
ま
た
は
帯
褐
黄
色
で
、
硬
膏
・
蠟
膏
の
原
料
、
テ
レ
ビ
ン
油
・
ワ
ニ
ス
の

製
造
、
製
紙
・
石
鹸
工
業
な
ど
に
使
用
。
松
膏
。」
と
さ
れ
る
。
松
脂
は
、
松
の

根
株
を
乾
留
し
な
く
と
も
得
ら
れ
る
樹
脂
（
松
精
油
・
松
根
油
）
で
あ
り
、
よ

り
簡
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
根
油
等
に
か
か
る
研
究
及
び
施
策

　

我
が
国
に
お
い
て
、
松
脂
・
松
根
油
に
関
す
る
調
査
研
究
は
明
治
末
期
か
ら

見
ら
れ
る
。
森
林
総
合
研
究
所
（
現
国
立
研
究
開
発
法
人 

森
林
研
究
・
整
備

機
構
）
に
よ
る
試
験
報
告
が
あ
る
。
松
脂
は
蝋
燭
の
代
用
品
と
な
り
、
そ
の
蒸
留

で
得
ら
れ
た
松
精
油
が
香
水
・
薬
品
や
溶
剤
に
使
わ
れ
た
り
し
、
ま
た
、
松
根

油
は
ペ
イ
ン
ト
や
漆
溶
剤
、
防
擦
剤
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の

試
験
は
あ
く
ま
で
林
業
振
興
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
の
際
の
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
等
に
つ
い
て
は
、
不

足
す
る
航
空
機
燃
料
の
代
替
品
と
し
て
ま
ず
海
軍
が
取
り
組
み
、
次
い
で
陸
軍

や
農
商
務
省
・
内
務
省
も
開
発
に
乗
り
出
し
た
と
さ
れ
る
（
石
井
２
０
０
３
・

伊
藤
２
０
１
８
）
。
防
衛
省
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る

資
料
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
多
く
の
要
綱
や
方
策
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

・
昭
和
19
年
10
・
23
「
松
根
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
次
官
会
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
）

・
昭
和
20
年
３
・
15
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
実
施
方
策
」
（
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
会
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
16
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
20
「
樟
脳
、
樟
脳
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
）

　
　
　
　
　

４
・
20
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
ニ
関
ス
ル
陸
軍
、
海
軍
、
農
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
省
申
合
事
項
」

　
　
　
　
　

４
・
21
「
松
脂
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
（
農
商
次
官　

→　

各

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
道
府
県
あ
て
）

　
　
　
　
　

６
・
16
「
陸
海
軍
松
脂
支
援
地
域
中
央
協
定
」

　

ま
た
、
福
岡
県
議
会
で
は
、
昭
和
19
年
に
松
根
油
の
緊
急
抽
出
の
た
め
の
増

産
施
設
補
助
費
６
７
万
４
５
１
２
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
（
福
岡
県
議
会

１
９
５
７
）
。

松
脂
採
取
・
松
根
油
製
造
に
関
す
る
事
例

　

上
記
し
た
松
脂
採
取
や
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
国
を
挙
げ
て
の
取
組
み

で
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
人
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
た
ら
し
い
。

　

市
町
村
史
誌
類
に
も
戦
時
中
の
出
来
事
と
し
て
記
述
さ
れ
た
り
、
戦
時
中
の

こ
と
を
扱
っ
た
図
録
な
ど
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に
そ
れ
に
携
わ

っ
た
人
が
発
し
た
声
を
記
録
し
た
も
の
も
あ
る
。

 
 

井
上
晋
氏
は
福
岡
市
西
区
生
の
松
原
に
あ
る
九
州
大
学
演
習
林
内
の
松
林
中

に
、
松
脂
採
取
の
痕
跡
を
有
す
る
松
28
本
を
確
認
し
て
い
る
（
井
上
２
０
０
９
）
。

　

伊
藤
慎
二
氏
は
、
勤
務
す
る
大
学
の
構
内
に
あ
る
松
の
幹
に
残
る
削
っ
た
痕

に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
構
内
に
存
在
す
る
松
10
本
に

つ
い
て
、
縦
長
長
方
形
状
の
Ａ
類
と
、
横
長
で
下
向
き
の
三
角
形
状
の
Ｂ
類
に

分
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
松
脂
採
取
痕
跡
に
つ
い
て
の
解
釈
や
保
存
・
活
用

の
課
題
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
伊
藤
２
０
１
８
）。
考
古
学
的
視
点
で

検
証
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

特
異
な
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
20
年
７
月
末
に
奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
村

（
當
麻
町
）
加
守
字
ス
ミ
ヤ
キ
で
、
松
根
油
を
取
る
た
め
の
松
根
を
掘
っ
て
い
た

際
に
金
銅
骨
壺
を
掘
り
当
て
た
た
め
、
末
永
雅
雄
氏
と
嶋
田
曉
氏
と
が
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
い
う
（
嶋
田
２
０
０
９
）
。

宗
像
市
さ
つ
き
松
原
の
松
脂
採
取

 
 

全
国
白
砂
青
松
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
「
さ
つ
き
松
原
」
は

総
長
５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
北
端
に
近
い
所

の
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
間
に
、
松
脂
を
採
取
し
た
際
に
傷
つ
け
た
で
あ
ろ

う
痕
跡
の
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
、
少
な
く
と
も
５
本
は
確
認
で
き
た
。
周
辺
も
含

め
て
精
査
す
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
伊
藤
の
分
類
に

よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で
あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23
～
73
㎝
、

横
６
～
13
㎝
で
、
地
表
か
ら
の
高
さ
は
、
下
端
が
15
～
90
㎝
、
上
端
が
54
～

１
８
０
㎝
の
間
に
収
ま
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り
は
76
～
１
６
０
㎝
で

あ
っ
た
。
刻
線
ら
し
き
痕
跡
が
見
え
る
も
の
が
１
本
の
み
あ
っ
た
が
、
確
実
で

は
な
い
。

　

こ
の
松
林
は
、
全
体
に
小
さ
め
の
松
が
多
く
、
そ
の
中
に
古
い
大
き
な
松
が

点
在
す
る
と
い
う
景
観
で
あ
る
。
所
々
に

伐
り
倒
し
た
根
本
切
り
株
も
見
ら
れ
る
の

で
、
以
前
は
大
木
が
林
立
し
て
い
た
も
の

だ
ろ
う
。
現
存
の
大
き
な
松
の
根
回
り
は
２
０
０
㎝
を
越
す
も
の
が
あ
る
（
写

真
１
～
７
）
。

福
津
市
緑
町
松
林
の
松
脂
採
取

 
 

ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
の
中

に
、
松
脂
を
採
集
し
た
際
に
傷
つ
け

た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
少
な
く
と
も

５
本
は
確
認
で
き
た
。
伊
藤
の
分
類

に
よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で

あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23

～
42
㎝
、
横
13
～
25
㎝
で
、
地
表

か
ら
の
高
さ
は
40
～
１
３
３
㎝
と

な
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り

は
１
５
０
～
２
０
３
㎝
で
あ
っ
た
。
刻
線
の
あ
る
も
の
は
１
本
の
み
見
ら
れ
、

そ
の
刻
線
は
斜
格
子
状
を
呈
し
て
い
る
。
（
写
真
８
～
14
）

お
わ
り
に

　

石
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
の
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
昭
和
19
年
に
ド
イ

ツ
駐
在
武
官
か
ら
軍
令
部
宛
に
届
い
た
電
報
に
よ
る
情
報
、
す
な
わ
ち
「
ド
イ

ツ
で
は
松
か
ら
採
取
し
た
油
で
航
空
機
を
飛
ば
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
発

端
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

日
本
全
国
の
津
々
浦
々
で
松
の
根
を
掘
り
起
こ
し
、
松
脂
を
採
取
し
て
僅
か

な
航
空
ガ
ソ
リ
ン
が
製
造
さ
れ
た
も
の
の
「
そ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
航
空
機
に
使
用

さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
」
（
石
井
２
０
０
３
）
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
つ
き
松
原
は
黒
田
長
政
が
慶
長
７
年(

１
６
０
２)

に
マ
ツ
の
植
樹
を
命
じ

た
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
大
き
な
松
が
多
数
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ふ
く

つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
も
古
く
か
ら
の
松
並
と
考
え
て
よ
い
所
で
あ
る
。
と
も

に
昭
和
19
～
20
年
の
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
松
脂
を
採
集
し
た
松
は
た
く
さ

ん
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
傷
つ
け
た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
そ
こ
で
は

現
在
で
も
少
数
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

花
田
２
０
１
６
に
は
、
３
人
か
ら
の
引
用
・
聞
き
取
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
一
人
は
「
五
月
松
原
で
松
根
油
が
採
取
さ
れ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
さ
つ
き
松
原
の
５
本
の
松
の
傷
跡
が
松
脂

採
取
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
聞
き
取
り
内
容
を
現
認
し
え
た
と
考
え
た

い
。
ま
た
、
花
田
氏
の
母
親
の
体
験
談
に
は
松
脂
採
取
の
場
所
と
し
て
用
山
・

平
山
・
大
井
の
地
名
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
宗
像
の
内
陸
部
で
あ
る
。
そ

こ
に
傷
痕
跡
の
あ
る
松
が
今
も
現
存
す
る
か
否
か
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
松

の
あ
る
所
の
ほ
と
ん
ど
で
松
脂
採
取
が
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

玄
界
灘
か
ら
響
灘
の
沿
岸
に
は
、
虹
の
松
原
・
幣
の
松
原
・
生
の
松
原
・
さ

つ
き
松
原
・
三
里
松
原
な
ど
多
く
の
松
原
が
あ
る
。
多
く
の
松
で
松
脂
採
取
が

な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
先
の
戦
争
に
関
連
し
た
痕
跡
と
し
て
の
松
の
木
は
各
地
に
ま

だ
多
く
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
、
伊
藤
氏
の
論
文
や
花
田
氏
の
著

作
を
踏
ま
え
て
、
宗
像
地
域
で
確
認
し
え
た
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

末
尾
な
が
ら
、
ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
に
つ
い
て
、
そ
の
関
連
事
項
を

調
べ
て
い
た
だ
い
た
福
津
市
教
育
委
員
会
の
田
上
浩
司
氏
、
西
南
学
院
大
学
構

内
の
松
脂
採
取
痕
跡
ほ
か
を
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
種
々
教
示
い
た
だ
い
た
伊

藤
慎
二
氏
、
そ
し
て
花
田
勝
弘
氏
ほ
か
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

註
１
．
大
東
亜
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
、
日
中
戦
争
あ
る
い
は
１
９
３
１
（
昭
和

　

６
）
年
９
・
18
に
起
き
た
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
）
以
降
を
指
し
て
十
五
年
戦
争

　

と
捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
平
洋
戦
争
と
す
る
。

２
． 

国
立
公
文
書
館 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
燃
料
関
係
の

　

技
術
資
料
の
中
に
、
陸
軍
燃
料
研
究
所
が
行
っ
て
い
た
研
究
の
一
覧
が
あ
り
、
「
松

　

根
油
処
理
法
ニ
関
ス
ル
研
究
」
・
「
松
脂
処
理
ニ
関
ス
ル
研
究
」
が
示
さ
れ
る
。

　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
c
a
r
.
g
o
.
j
p
 
 
 
C
1
3
1
2
0
8
4
5
9
0
0

３
．
守
屋
物
四
郎
・
石
坂
四
郎　

１
９
０
８
・
３
「
松
脂
採
集
試
験
報
告
」
林
業
試
験

　

報
告
№
５

　

牧
野
清
利
・
守
屋
重
政 

１
９
１
１
・
11 

「
松
根
油
製
造
試
験
報
告
」
林
業
試
験
報

　

告
№
９

　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
f
f
p
r
i
.
a
f
f
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c
.
g
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.
j
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l
a
b
s
/
k
a
n
k
o
/
9
-
9
.
p
d
f

４
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t
t
p
:
/
/
w
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w
.
j
a
c
a
r
.
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o
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j
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C
1
3
1
2
0
9
1
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0
0

５
．
福
岡
県
内
の
市
町
村
史
誌
類
で
は
、『
金
田
町
史
』（
１
９
６
８
）
・
『
郷
土
読
本
わ

　

れ
ら
の
川
崎
』
（
１
９
６
９
）
・
『
直
方
市
史 

資
料
編
下
巻
』
（
１
９
８
３
）
・
『
薦
野

　

の
戦
記
』（
１
９
８
４
）・
『
春
日
市
史
』（
１
９
９
５
）・
『
上
陽
町
郷
土
史
年
表
』（
１

　

９
９
５
）・『
小
郡
市
史 

第
五
巻
』（
１
９
９
９
）・『
星
野
村
史 

行
政
・
教
育
編
』（
２

　

０
０
０
）・『
大
野
城
市
史 

下
巻
』
（
２
０
０
４
）・『
築
城
町
誌
』
（
２
０
０
６
）・『
古

　

賀
市
う
る
わ
し
』
（
２
０
０
７
）
・
『
小
郡
市
史 

補
遺
編
』
（
２
０
１
７
）
な
ど
に
お

　

い
て
松
脂
採
取
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

６
．
多
く
の
事
例
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
例
え
ば
、
研
秀
出
版

　

株
式
会
社
の
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ラ
ー
昭
和
史 

第
８
巻 

終
戦
の
悲
劇
』
（
１
９
８

　

９
）
に
は
蒸
留
精
製
し
た
松
根
油
が
ド
ラ
ム
缶
に
つ
め
ら
れ
、
空
爆
を
避
け
る
た
め

　

に
地
下
貯
蔵
庫
に
搬
入
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
56
）
。

　
　

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
研
究
会
編
２
０
０
０
に
お
い
て
、
第
５
章
「
日
米
の
兵
器

　

比
較
に
み
る
戦
争
哲
学
の
違
い
」
の
中
の
「
科
学
技
術
と
戦
争
５　

松
ヤ
ニ
と
サ
ツ

　

マ
イ
モ
で
戦
闘
機
を
飛
ば
せ
！―

全
国
で
掘
り
起
こ
し
た
松
根
か
ら
も
ガ
ソ
リ
ン

　

づ
く
り―

」
の
項
に
添
付
さ
れ
た
写
真
な
ど
が
あ
る
（
Ｐ
245
）
。

　

　

さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
社
１
９
７
７
に
は
松
脂
採
取
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
（
Ｐ
85
）
、

　

伊
藤
２
０
１
８
に
は
松
脂
の
主
な
採
取
方
法
の
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
173
）
。

７
．
花
田
２
０
１
６
の
Ｐ
124
～
125
に
も
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
、
平
成
30
年

　

段
階
で
西
日
本
新
聞
が
毎
週
金
曜
日
の
朝
刊
に
連
載
し
て
い
る
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄

　

の
「
戦
争―

次
の
世
代
へ
の
伝
言
」
に
お
い
て
も
、
戦
争
体
験
者
の
こ
と
ば
と
し
て

　

松
根
掘
り
や
松
脂
採
取
の
話
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

８
．
ド
イ
ツ
駐
在
武
官
か
ら
の
電
報
に
つ
い
て
、
石
井
２
０
０
３
で
は
昭
和
19
年
３
月

　

と
し
、
伊
藤
２
０
１
８
は
同
年
７
月
と
し
て
い
る
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

・ 

石
井
正
紀 

２
０
０
３
・
６ 

『
陸
軍
燃
料
廠
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
）

・ 

伊
藤
慎
二 

２
０
１
８
・
２ 

「
西
南
学
院
大
学
構
内
の
戦
争
遺
跡―

戦
時
下
の
松
脂

　

採
取
痕
跡
を
中
心
に―

」
『
西
南
学
院
大
学 

国
際
文
化
論
集
』
第
32
巻 

第
２
号

・ 

井
上
晋 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
植
物
と
人
・
生
き
も
の
③ 

 

福
岡
市
・
生
ノ
松
原
の

　

松
脂
採
取
と
松
根
油
精
製
」
『
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
』
330

・ 

外
務
省
編
纂 

１
９
５
２
・
５ 

『
終
戦
史
録
』 

新
聞
月
鑑
社

・ 

北
村
恒
信 

２
０
０
２
・
９ 

『
戦
時
用
語
の
基
礎
知
識
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ

　

文
庫
）

・ 

嶋
田
曉 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
戦
時
中
の
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
活
動
」
『
考
古
学
ジ

　

ャ
ー
ナ
ル
』
338

・ 

太
平
洋
戦
争
研
究
会
編　

２
０
０
０
・
８[

２
０
０
１
・
５
第
６
刷]

『
学
校
で
教
え

　

な
い
教
科
書　

面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
太
平
洋
戦
争
』
日
本
文
芸
社

・ 

立
川
京
一 

２
０
１
０
・
３ 

「
戦
争
指
導
方
針
決
定
の
構
造―

太
平
洋
戦
争
時
の
日

　

本
を
事
例
と
し
て―

」
『
戦
史
研
究
年
報
』
第
13
号

・ 

花
田
勝
弘 

２
０
１
６
・
８ 

『
北
部
九
州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦―

沖
ノ
島
砲
台

　

と
宗
像―

』
宗
像
考
古
刊
行
会

・ 

福
岡
県
議
会
事
務
局 

 

１
９
５
７
・
12 

 

『
詳
説 

福
岡
県
議
会
史 

昭
和
篇
第
２
巻
』

・ 

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室 

１
９
７
２
・
７ 

『
本
土
決
戦
準
備
〈
２
〉―

九
州
の

　

防
衛―

』
戦
史
叢
書
57　

朝
雲
新
聞
社

・ 

毎
日
新
聞
社 

 

１
９
７
７
・
９ 

 

『
１
億
人
の
昭
和
史
［
15]

昭
和
史
写
真
年
表
』

（
い
さ
き
と
し
あ
き　

原
始
・
古
代
部
会
）

（
註
２
）

（
註
４
）

（
註
３
）
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は
じ
め
に

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
15
日
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
聖
断
と
し
て
の

「
大
東
亜
戦
争
終
結
ノ
詔
書
」
に
よ
り
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
昭
和
16
年
12
月
８
日
開
戦
の
太
平
洋
戦
争
は
、
昭
和
17
年
６
月
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
降
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
・
ア
ッ
ツ
・
マ
リ
ア
ナ
・
サ
イ
パ
ン
・

ペ
リ
リ
ュ
ー
な
ど
の
南
洋
で
の
敗
北
が
続
き
、
日
本
は
敗
戦
へ
の
道
を
辿
る
こ

と
に
な
る
。

　

日
本
政
府
・
大
本
営
は
戦
争
指
導
方
針
と
し
て
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
３

月
７
日
の
第
１
回
か
ら
都
合
４
回
に
わ
た
っ
て
「
今
後
採
ル
ヘ
キ
戦
争
指
導
ノ

（
基
本
）
大
綱
」（
「
戦
争
指
導
大
綱
」
）
を
定
め
た
と
さ
れ
る
が
（
立
川
２
０
１

０
）
、
そ
の
第
３
回
と
４
回
の
間
の
昭
和
20
年
１
月
18
日
に
最
高
戦
争
指
導
会

議
で
決
定
さ
れ
た
大
綱
で
「
帝
国
は
昭
和
二
十
年
前
半
期
に
於
て
、
速
に
日
満

華
の
総
力
を
徹
底
的
に
結
集
、
戦
力
化
し
特
に
本
土
決
戦
即
応
態
勢
を
確
立

し
、
一
億
必
勝
を
確
信
し
、
主
敵
米
の
侵
寇
を
破
摧
し
、
飽
く
迄
戦
争
を
完
遂

す
、
此
の
間
活
発
な
る
施
策
に
よ
り
対
ソ
静
謐
の
保
持
に
努
む
」
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
た
（
外
務
省
１
９
５
２
）
。

　

さ
ら
に
、
大
本
営
に
よ
る
同
年
１
月
20
日
の
「
帝
国
陸
海
軍
作
戦
計
画
大
綱
」

（
本
土
決
戦
に
関
す
る
作
戦
大
綱
）
も
示
さ
れ
た
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
。

　

昭
和
20
年
６
月
８
日
に
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
第
４
回
の
戦
争
指
導
大

綱
に
お
け
る
国
力
の
現
状
の
中
に
は
「
（
ニ
）
液
体
燃
料
ノ
供
給
ハ
今
後
日
満
支

ノ
自
給
ニ
俟
ツ
ノ
外
ナ
ク
貯
油
ノ
払
底
ト
増
産
計
画
ノ
進
行
遅
延
ニ
伴
ヒ
航
空

燃
料
等
ノ
逼
迫
ハ
中
期
以
降
戦
争
遂
行
ニ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
ス
情
勢
ナ

リ
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
、
航
空
燃
料
等
が
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

昭
和
20
年
に
入
っ
て
、
「
金
属
類
回
収
令
」
の
改
正
（
勅
令
第
62
号
）
に
見

る
よ
う
に
物
資
不
足
は
著
し
く
、
ま
た
、
根
こ
そ
ぎ
動
員
と
し
て
第
１
次
配
備

（
本
土
決
戦
第
一
次
兵
備
）
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
側
の
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
た
。

　

と
も
か
く
、
昭
和
19
～
20
年
の
頃
に
は
、
日
本
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
は
枯
渇
し
て
き
て
お
り
、
と
く
に
石
油
は
不
足
し
て
い
た
。
そ
れ
を
補
う

も
の
と
し
て
、
松
根
油
や
松
脂
、
樟
脳
・
樟
脳
油
、
箆
麻
な
ど
の
増
産
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
の
う
ち
、

本
稿
で
は
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
松
脂
の
採
取
痕
跡
事
例
を
紹
介
す
る
。

松
根
油
・
松
脂
と
は

　

松
根
油
と
は
、
北
村
恒
信
氏
に
よ
る
と
、「
松
の
根
株
を
乾
溜
し
て
得
た
の
が

松
根
油
で
あ
る
。
こ
れ
を
精
製
す
る
と
、
広
汎
な
用
途
を
も
つ
テ
レ
ピ
ン
油
や

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
、
そ
の
他
が
生
ま
れ
る
。…

（
中
略
）…

太
平
洋
戦
争
下
、

制
海
制
空
権
を
奪
わ
れ
、
南
方
占
領
地
区
か
ら
の
石
油
の
輸
送
も
困
難
を
き
わ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め

松
根
油
か
ら
航
空
燃
料
を
生
産
し
よ
う
と
、
大
政
翼
賛
会
の
運
動
と
し
て
日
本

全
国
各
県
、
各
市
町
村
、
各
地
区
へ
と
松
根
発
掘
量
を
割
り
当
て
る
な
ど
し
て

強
制
し
た
。
男
手
は
少
な
く
、
女
子
供
の
手
に
よ
る
慣
れ
な
い
重
労
働
が
毎
日

く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 /

 

松
根
油
が
航
空
燃
料
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
か
と
い
う
と
、
高
々
度
飛
行
に
絶
対
に
必
要
な
高
オ
ク
タ
ン
価
で
あ
る
。

１
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
で
は
零
下
55
度
に
も
温
度
が
下
が
り
、
気
圧
も
地
上
の

三
分
の
一
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
重
要
な
発
動
機
を
動
か
す
ガ
ソ
リ
ン
ま
で
も

蒸
気
閉
塞
を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
高
度
の
オ
ク
タ
ン
価
を
有
す

る
油
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 /

 

松
根
油
こ
そ
、
こ
の
要
求
に
う
っ
て
つ
け
の

高
性
能
オ
ク
タ
ン
価
（
150
以
上
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
研
究
の
結
果
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
（
北
村
２
０
０
２
）
、
航
空
燃
料
に
使
う
た
め
に
各
地

で
松
根
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
採
掘
さ
れ
た
松
根
の
量
は
、

陸
軍
地
域
約
23
万
ト
ン
、
海
軍
地
域
約
61
万
ト
ン
だ
っ
た
と
い
う
」
が
、
そ
れ

が
実
用
に
供
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
で
松
脂
は
、
『
広
辞
苑
』
（
昭
和
55
年
９
月 

第
２
版
補
訂
版 

第
５
刷
）

に
よ
る
と
、「
松
（
特
に
ク
ロ
マ
ツ
）
の
幹
か
ら
分
泌
し
た
樹
脂
。
粘
気
多
く
、

黄
色
ま
た
は
帯
褐
黄
色
で
、
硬
膏
・
蠟
膏
の
原
料
、
テ
レ
ビ
ン
油
・
ワ
ニ
ス
の

製
造
、
製
紙
・
石
鹸
工
業
な
ど
に
使
用
。
松
膏
。」
と
さ
れ
る
。
松
脂
は
、
松
の

根
株
を
乾
留
し
な
く
と
も
得
ら
れ
る
樹
脂
（
松
精
油
・
松
根
油
）
で
あ
り
、
よ

り
簡
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
根
油
等
に
か
か
る
研
究
及
び
施
策

　

我
が
国
に
お
い
て
、
松
脂
・
松
根
油
に
関
す
る
調
査
研
究
は
明
治
末
期
か
ら

見
ら
れ
る
。
森
林
総
合
研
究
所
（
現
国
立
研
究
開
発
法
人 

森
林
研
究
・
整
備

機
構
）
に
よ
る
試
験
報
告
が
あ
る
。
松
脂
は
蝋
燭
の
代
用
品
と
な
り
、
そ
の
蒸
留

で
得
ら
れ
た
松
精
油
が
香
水
・
薬
品
や
溶
剤
に
使
わ
れ
た
り
し
、
ま
た
、
松
根

油
は
ペ
イ
ン
ト
や
漆
溶
剤
、
防
擦
剤
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の

試
験
は
あ
く
ま
で
林
業
振
興
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
の
際
の
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
等
に
つ
い
て
は
、
不

足
す
る
航
空
機
燃
料
の
代
替
品
と
し
て
ま
ず
海
軍
が
取
り
組
み
、
次
い
で
陸
軍

や
農
商
務
省
・
内
務
省
も
開
発
に
乗
り
出
し
た
と
さ
れ
る
（
石
井
２
０
０
３
・

伊
藤
２
０
１
８
）
。
防
衛
省
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る

資
料
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
多
く
の
要
綱
や
方
策
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

・
昭
和
19
年
10
・
23
「
松
根
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
次
官
会
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
）

・
昭
和
20
年
３
・
15
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
実
施
方
策
」
（
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
会
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
16
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
20
「
樟
脳
、
樟
脳
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
）

　
　
　
　
　

４
・
20
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
ニ
関
ス
ル
陸
軍
、
海
軍
、
農
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
省
申
合
事
項
」

　
　
　
　
　

４
・
21
「
松
脂
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
（
農
商
次
官　

→　

各

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
道
府
県
あ
て
）

　
　
　
　
　

６
・
16
「
陸
海
軍
松
脂
支
援
地
域
中
央
協
定
」

　

ま
た
、
福
岡
県
議
会
で
は
、
昭
和
19
年
に
松
根
油
の
緊
急
抽
出
の
た
め
の
増

産
施
設
補
助
費
６
７
万
４
５
１
２
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
（
福
岡
県
議
会

１
９
５
７
）
。

松
脂
採
取
・
松
根
油
製
造
に
関
す
る
事
例

　

上
記
し
た
松
脂
採
取
や
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
国
を
挙
げ
て
の
取
組
み

で
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
人
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
た
ら
し
い
。

　

市
町
村
史
誌
類
に
も
戦
時
中
の
出
来
事
と
し
て
記
述
さ
れ
た
り
、
戦
時
中
の

こ
と
を
扱
っ
た
図
録
な
ど
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に
そ
れ
に
携
わ

っ
た
人
が
発
し
た
声
を
記
録
し
た
も
の
も
あ
る
。

 
 

井
上
晋
氏
は
福
岡
市
西
区
生
の
松
原
に
あ
る
九
州
大
学
演
習
林
内
の
松
林
中

に
、
松
脂
採
取
の
痕
跡
を
有
す
る
松
28
本
を
確
認
し
て
い
る
（
井
上
２
０
０
９
）
。

　

伊
藤
慎
二
氏
は
、
勤
務
す
る
大
学
の
構
内
に
あ
る
松
の
幹
に
残
る
削
っ
た
痕

に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
構
内
に
存
在
す
る
松
10
本
に

つ
い
て
、
縦
長
長
方
形
状
の
Ａ
類
と
、
横
長
で
下
向
き
の
三
角
形
状
の
Ｂ
類
に

分
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
松
脂
採
取
痕
跡
に
つ
い
て
の
解
釈
や
保
存
・
活
用

の
課
題
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
伊
藤
２
０
１
８
）。
考
古
学
的
視
点
で

検
証
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

特
異
な
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
20
年
７
月
末
に
奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
村

（
當
麻
町
）
加
守
字
ス
ミ
ヤ
キ
で
、
松
根
油
を
取
る
た
め
の
松
根
を
掘
っ
て
い
た

際
に
金
銅
骨
壺
を
掘
り
当
て
た
た
め
、
末
永
雅
雄
氏
と
嶋
田
曉
氏
と
が
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
い
う
（
嶋
田
２
０
０
９
）
。

宗
像
市
さ
つ
き
松
原
の
松
脂
採
取

 
 

全
国
白
砂
青
松
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
「
さ
つ
き
松
原
」
は

総
長
５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
北
端
に
近
い
所

の
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
間
に
、
松
脂
を
採
取
し
た
際
に
傷
つ
け
た
で
あ
ろ

う
痕
跡
の
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
、
少
な
く
と
も
５
本
は
確
認
で
き
た
。
周
辺
も
含

め
て
精
査
す
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
伊
藤
の
分
類
に

よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で
あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23
～
73
㎝
、

横
６
～
13
㎝
で
、
地
表
か
ら
の
高
さ
は
、
下
端
が
15
～
90
㎝
、
上
端
が
54
～

１
８
０
㎝
の
間
に
収
ま
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り
は
76
～
１
６
０
㎝
で

あ
っ
た
。
刻
線
ら
し
き
痕
跡
が
見
え
る
も
の
が
１
本
の
み
あ
っ
た
が
、
確
実
で

は
な
い
。

　

こ
の
松
林
は
、
全
体
に
小
さ
め
の
松
が
多
く
、
そ
の
中
に
古
い
大
き
な
松
が

点
在
す
る
と
い
う
景
観
で
あ
る
。
所
々
に

伐
り
倒
し
た
根
本
切
り
株
も
見
ら
れ
る
の

で
、
以
前
は
大
木
が
林
立
し
て
い
た
も
の

だ
ろ
う
。
現
存
の
大
き
な
松
の
根
回
り
は
２
０
０
㎝
を
越
す
も
の
が
あ
る
（
写

真
１
～
７
）
。

福
津
市
緑
町
松
林
の
松
脂
採
取

 
 

ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
の
中

に
、
松
脂
を
採
集
し
た
際
に
傷
つ
け

た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
少
な
く
と
も

５
本
は
確
認
で
き
た
。
伊
藤
の
分
類

に
よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で

あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23

～
42
㎝
、
横
13
～
25
㎝
で
、
地
表

か
ら
の
高
さ
は
40
～
１
３
３
㎝
と

な
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り

は
１
５
０
～
２
０
３
㎝
で
あ
っ
た
。
刻
線
の
あ
る
も
の
は
１
本
の
み
見
ら
れ
、

そ
の
刻
線
は
斜
格
子
状
を
呈
し
て
い
る
。
（
写
真
８
～
14
）

お
わ
り
に

　

石
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
の
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
昭
和
19
年
に
ド
イ

ツ
駐
在
武
官
か
ら
軍
令
部
宛
に
届
い
た
電
報
に
よ
る
情
報
、
す
な
わ
ち
「
ド
イ

ツ
で
は
松
か
ら
採
取
し
た
油
で
航
空
機
を
飛
ば
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
発

端
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

日
本
全
国
の
津
々
浦
々
で
松
の
根
を
掘
り
起
こ
し
、
松
脂
を
採
取
し
て
僅
か

な
航
空
ガ
ソ
リ
ン
が
製
造
さ
れ
た
も
の
の
「
そ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
航
空
機
に
使
用

さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
」
（
石
井
２
０
０
３
）
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
つ
き
松
原
は
黒
田
長
政
が
慶
長
７
年(

１
６
０
２)

に
マ
ツ
の
植
樹
を
命
じ

た
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
大
き
な
松
が
多
数
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ふ
く

つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
も
古
く
か
ら
の
松
並
と
考
え
て
よ
い
所
で
あ
る
。
と
も

に
昭
和
19
～
20
年
の
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
松
脂
を
採
集
し
た
松
は
た
く
さ

ん
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
傷
つ
け
た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
そ
こ
で
は

現
在
で
も
少
数
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

花
田
２
０
１
６
に
は
、
３
人
か
ら
の
引
用
・
聞
き
取
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
一
人
は
「
五
月
松
原
で
松
根
油
が
採
取
さ
れ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
さ
つ
き
松
原
の
５
本
の
松
の
傷
跡
が
松
脂

採
取
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
聞
き
取
り
内
容
を
現
認
し
え
た
と
考
え
た

い
。
ま
た
、
花
田
氏
の
母
親
の
体
験
談
に
は
松
脂
採
取
の
場
所
と
し
て
用
山
・

平
山
・
大
井
の
地
名
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
宗
像
の
内
陸
部
で
あ
る
。
そ

こ
に
傷
痕
跡
の
あ
る
松
が
今
も
現
存
す
る
か
否
か
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
松

の
あ
る
所
の
ほ
と
ん
ど
で
松
脂
採
取
が
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

玄
界
灘
か
ら
響
灘
の
沿
岸
に
は
、
虹
の
松
原
・
幣
の
松
原
・
生
の
松
原
・
さ

つ
き
松
原
・
三
里
松
原
な
ど
多
く
の
松
原
が
あ
る
。
多
く
の
松
で
松
脂
採
取
が

な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
先
の
戦
争
に
関
連
し
た
痕
跡
と
し
て
の
松
の
木
は
各
地
に
ま

だ
多
く
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
、
伊
藤
氏
の
論
文
や
花
田
氏
の
著

作
を
踏
ま
え
て
、
宗
像
地
域
で
確
認
し
え
た
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

末
尾
な
が
ら
、
ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
に
つ
い
て
、
そ
の
関
連
事
項
を

調
べ
て
い
た
だ
い
た
福
津
市
教
育
委
員
会
の
田
上
浩
司
氏
、
西
南
学
院
大
学
構

内
の
松
脂
採
取
痕
跡
ほ
か
を
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
種
々
教
示
い
た
だ
い
た
伊

藤
慎
二
氏
、
そ
し
て
花
田
勝
弘
氏
ほ
か
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

註
１
．
大
東
亜
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
、
日
中
戦
争
あ
る
い
は
１
９
３
１
（
昭
和

　

６
）
年
９
・
18
に
起
き
た
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
）
以
降
を
指
し
て
十
五
年
戦
争

　

と
捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
平
洋
戦
争
と
す
る
。

２
． 

国
立
公
文
書
館 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
燃
料
関
係
の

　

技
術
資
料
の
中
に
、
陸
軍
燃
料
研
究
所
が
行
っ
て
い
た
研
究
の
一
覧
が
あ
り
、
「
松

　

根
油
処
理
法
ニ
関
ス
ル
研
究
」
・
「
松
脂
処
理
ニ
関
ス
ル
研
究
」
が
示
さ
れ
る
。
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1
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0
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３
．
守
屋
物
四
郎
・
石
坂
四
郎　

１
９
０
８
・
３
「
松
脂
採
集
試
験
報
告
」
林
業
試
験

　

報
告
№
５

　

牧
野
清
利
・
守
屋
重
政 

１
９
１
１
・
11 

「
松
根
油
製
造
試
験
報
告
」
林
業
試
験
報

　

告
№
９

　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
f
f
p
r
i
.
a
f
f
r
c
.
g
o
.
j
p
/
l
a
b
s
/
k
a
n
k
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５
．
福
岡
県
内
の
市
町
村
史
誌
類
で
は
、『
金
田
町
史
』（
１
９
６
８
）
・
『
郷
土
読
本
わ

　

れ
ら
の
川
崎
』
（
１
９
６
９
）
・
『
直
方
市
史 

資
料
編
下
巻
』
（
１
９
８
３
）
・
『
薦
野

　

の
戦
記
』（
１
９
８
４
）・
『
春
日
市
史
』（
１
９
９
５
）・
『
上
陽
町
郷
土
史
年
表
』（
１

　

９
９
５
）・『
小
郡
市
史 

第
五
巻
』（
１
９
９
９
）・『
星
野
村
史 

行
政
・
教
育
編
』（
２

　

０
０
０
）・『
大
野
城
市
史 

下
巻
』
（
２
０
０
４
）・『
築
城
町
誌
』
（
２
０
０
６
）・『
古

　

賀
市
う
る
わ
し
』
（
２
０
０
７
）
・
『
小
郡
市
史 

補
遺
編
』
（
２
０
１
７
）
な
ど
に
お

　

い
て
松
脂
採
取
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

６
．
多
く
の
事
例
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
例
え
ば
、
研
秀
出
版

　

株
式
会
社
の
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ラ
ー
昭
和
史 

第
８
巻 

終
戦
の
悲
劇
』
（
１
９
８

　

９
）
に
は
蒸
留
精
製
し
た
松
根
油
が
ド
ラ
ム
缶
に
つ
め
ら
れ
、
空
爆
を
避
け
る
た
め

　

に
地
下
貯
蔵
庫
に
搬
入
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
56
）
。

　
　

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
研
究
会
編
２
０
０
０
に
お
い
て
、
第
５
章
「
日
米
の
兵
器

　

比
較
に
み
る
戦
争
哲
学
の
違
い
」
の
中
の
「
科
学
技
術
と
戦
争
５　

松
ヤ
ニ
と
サ
ツ

　

マ
イ
モ
で
戦
闘
機
を
飛
ば
せ
！―

全
国
で
掘
り
起
こ
し
た
松
根
か
ら
も
ガ
ソ
リ
ン

　

づ
く
り―

」
の
項
に
添
付
さ
れ
た
写
真
な
ど
が
あ
る
（
Ｐ
245
）
。

　

　

さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
社
１
９
７
７
に
は
松
脂
採
取
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
（
Ｐ
85
）
、

　

伊
藤
２
０
１
８
に
は
松
脂
の
主
な
採
取
方
法
の
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
173
）
。

７
．
花
田
２
０
１
６
の
Ｐ
124
～
125
に
も
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
、
平
成
30
年

　

段
階
で
西
日
本
新
聞
が
毎
週
金
曜
日
の
朝
刊
に
連
載
し
て
い
る
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄

　

の
「
戦
争―

次
の
世
代
へ
の
伝
言
」
に
お
い
て
も
、
戦
争
体
験
者
の
こ
と
ば
と
し
て

　

松
根
掘
り
や
松
脂
採
取
の
話
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

８
．
ド
イ
ツ
駐
在
武
官
か
ら
の
電
報
に
つ
い
て
、
石
井
２
０
０
３
で
は
昭
和
19
年
３
月

　

と
し
、
伊
藤
２
０
１
８
は
同
年
７
月
と
し
て
い
る
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

・ 

石
井
正
紀 

２
０
０
３
・
６ 

『
陸
軍
燃
料
廠
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
）

・ 

伊
藤
慎
二 

２
０
１
８
・
２ 

「
西
南
学
院
大
学
構
内
の
戦
争
遺
跡―

戦
時
下
の
松
脂

　

採
取
痕
跡
を
中
心
に―

」
『
西
南
学
院
大
学 

国
際
文
化
論
集
』
第
32
巻 

第
２
号

・ 

井
上
晋 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
植
物
と
人
・
生
き
も
の
③ 

 

福
岡
市
・
生
ノ
松
原
の

　

松
脂
採
取
と
松
根
油
精
製
」
『
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
』
330

・ 

外
務
省
編
纂 

１
９
５
２
・
５ 

『
終
戦
史
録
』 

新
聞
月
鑑
社

・ 

北
村
恒
信 

２
０
０
２
・
９ 

『
戦
時
用
語
の
基
礎
知
識
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ

　

文
庫
）

・ 

嶋
田
曉 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
戦
時
中
の
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
活
動
」
『
考
古
学
ジ

　

ャ
ー
ナ
ル
』
338

・ 

太
平
洋
戦
争
研
究
会
編　

２
０
０
０
・
８[

２
０
０
１
・
５
第
６
刷]

『
学
校
で
教
え

　

な
い
教
科
書　

面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
太
平
洋
戦
争
』
日
本
文
芸
社

・ 

立
川
京
一 

２
０
１
０
・
３ 

「
戦
争
指
導
方
針
決
定
の
構
造―

太
平
洋
戦
争
時
の
日

　

本
を
事
例
と
し
て―

」
『
戦
史
研
究
年
報
』
第
13
号

・ 

花
田
勝
弘 

２
０
１
６
・
８ 

『
北
部
九
州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦―

沖
ノ
島
砲
台

　

と
宗
像―

』
宗
像
考
古
刊
行
会

・ 

福
岡
県
議
会
事
務
局 

 

１
９
５
７
・
12 

 

『
詳
説 

福
岡
県
議
会
史 

昭
和
篇
第
２
巻
』

・ 

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室 

１
９
７
２
・
７ 

『
本
土
決
戦
準
備
〈
２
〉―

九
州
の

　

防
衛―

』
戦
史
叢
書
57　

朝
雲
新
聞
社

・ 

毎
日
新
聞
社 

 

１
９
７
７
・
９ 

 

『
１
億
人
の
昭
和
史
［
15]

昭
和
史
写
真
年
表
』

（
い
さ
き
と
し
あ
き　

原
始
・
古
代
部
会
）

（
註
５
）

（
註
６
）

（
註
７
）

写真１

写真２
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は
じ
め
に

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
15
日
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
聖
断
と
し
て
の

「
大
東
亜
戦
争
終
結
ノ
詔
書
」
に
よ
り
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
昭
和
16
年
12
月
８
日
開
戦
の
太
平
洋
戦
争
は
、
昭
和
17
年
６
月
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
降
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
・
ア
ッ
ツ
・
マ
リ
ア
ナ
・
サ
イ
パ
ン
・

ペ
リ
リ
ュ
ー
な
ど
の
南
洋
で
の
敗
北
が
続
き
、
日
本
は
敗
戦
へ
の
道
を
辿
る
こ

と
に
な
る
。

　

日
本
政
府
・
大
本
営
は
戦
争
指
導
方
針
と
し
て
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
３

月
７
日
の
第
１
回
か
ら
都
合
４
回
に
わ
た
っ
て
「
今
後
採
ル
ヘ
キ
戦
争
指
導
ノ

（
基
本
）
大
綱
」（
「
戦
争
指
導
大
綱
」
）
を
定
め
た
と
さ
れ
る
が
（
立
川
２
０
１

０
）
、
そ
の
第
３
回
と
４
回
の
間
の
昭
和
20
年
１
月
18
日
に
最
高
戦
争
指
導
会

議
で
決
定
さ
れ
た
大
綱
で
「
帝
国
は
昭
和
二
十
年
前
半
期
に
於
て
、
速
に
日
満

華
の
総
力
を
徹
底
的
に
結
集
、
戦
力
化
し
特
に
本
土
決
戦
即
応
態
勢
を
確
立

し
、
一
億
必
勝
を
確
信
し
、
主
敵
米
の
侵
寇
を
破
摧
し
、
飽
く
迄
戦
争
を
完
遂

す
、
此
の
間
活
発
な
る
施
策
に
よ
り
対
ソ
静
謐
の
保
持
に
努
む
」
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
た
（
外
務
省
１
９
５
２
）
。

　

さ
ら
に
、
大
本
営
に
よ
る
同
年
１
月
20
日
の
「
帝
国
陸
海
軍
作
戦
計
画
大
綱
」

（
本
土
決
戦
に
関
す
る
作
戦
大
綱
）
も
示
さ
れ
た
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
。

　

昭
和
20
年
６
月
８
日
に
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
第
４
回
の
戦
争
指
導
大

綱
に
お
け
る
国
力
の
現
状
の
中
に
は
「
（
ニ
）
液
体
燃
料
ノ
供
給
ハ
今
後
日
満
支

ノ
自
給
ニ
俟
ツ
ノ
外
ナ
ク
貯
油
ノ
払
底
ト
増
産
計
画
ノ
進
行
遅
延
ニ
伴
ヒ
航
空

燃
料
等
ノ
逼
迫
ハ
中
期
以
降
戦
争
遂
行
ニ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
ス
情
勢
ナ

リ
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
、
航
空
燃
料
等
が
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

昭
和
20
年
に
入
っ
て
、
「
金
属
類
回
収
令
」
の
改
正
（
勅
令
第
62
号
）
に
見

る
よ
う
に
物
資
不
足
は
著
し
く
、
ま
た
、
根
こ
そ
ぎ
動
員
と
し
て
第
１
次
配
備

（
本
土
決
戦
第
一
次
兵
備
）
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
側
の
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
た
。

　

と
も
か
く
、
昭
和
19
～
20
年
の
頃
に
は
、
日
本
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
は
枯
渇
し
て
き
て
お
り
、
と
く
に
石
油
は
不
足
し
て
い
た
。
そ
れ
を
補
う

も
の
と
し
て
、
松
根
油
や
松
脂
、
樟
脳
・
樟
脳
油
、
箆
麻
な
ど
の
増
産
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
の
う
ち
、

本
稿
で
は
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
松
脂
の
採
取
痕
跡
事
例
を
紹
介
す
る
。

松
根
油
・
松
脂
と
は

　

松
根
油
と
は
、
北
村
恒
信
氏
に
よ
る
と
、「
松
の
根
株
を
乾
溜
し
て
得
た
の
が

松
根
油
で
あ
る
。
こ
れ
を
精
製
す
る
と
、
広
汎
な
用
途
を
も
つ
テ
レ
ピ
ン
油
や

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
、
そ
の
他
が
生
ま
れ
る
。…

（
中
略
）…

太
平
洋
戦
争
下
、

制
海
制
空
権
を
奪
わ
れ
、
南
方
占
領
地
区
か
ら
の
石
油
の
輸
送
も
困
難
を
き
わ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め

松
根
油
か
ら
航
空
燃
料
を
生
産
し
よ
う
と
、
大
政
翼
賛
会
の
運
動
と
し
て
日
本

全
国
各
県
、
各
市
町
村
、
各
地
区
へ
と
松
根
発
掘
量
を
割
り
当
て
る
な
ど
し
て

強
制
し
た
。
男
手
は
少
な
く
、
女
子
供
の
手
に
よ
る
慣
れ
な
い
重
労
働
が
毎
日

く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 /

 

松
根
油
が
航
空
燃
料
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
か
と
い
う
と
、
高
々
度
飛
行
に
絶
対
に
必
要
な
高
オ
ク
タ
ン
価
で
あ
る
。

１
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
で
は
零
下
55
度
に
も
温
度
が
下
が
り
、
気
圧
も
地
上
の

三
分
の
一
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
重
要
な
発
動
機
を
動
か
す
ガ
ソ
リ
ン
ま
で
も

蒸
気
閉
塞
を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
高
度
の
オ
ク
タ
ン
価
を
有
す

る
油
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 /

 

松
根
油
こ
そ
、
こ
の
要
求
に
う
っ
て
つ
け
の

高
性
能
オ
ク
タ
ン
価
（
150
以
上
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
研
究
の
結
果
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
（
北
村
２
０
０
２
）
、
航
空
燃
料
に
使
う
た
め
に
各
地

で
松
根
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
採
掘
さ
れ
た
松
根
の
量
は
、

陸
軍
地
域
約
23
万
ト
ン
、
海
軍
地
域
約
61
万
ト
ン
だ
っ
た
と
い
う
」
が
、
そ
れ

が
実
用
に
供
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
で
松
脂
は
、
『
広
辞
苑
』
（
昭
和
55
年
９
月 

第
２
版
補
訂
版 

第
５
刷
）

に
よ
る
と
、「
松
（
特
に
ク
ロ
マ
ツ
）
の
幹
か
ら
分
泌
し
た
樹
脂
。
粘
気
多
く
、

黄
色
ま
た
は
帯
褐
黄
色
で
、
硬
膏
・
蠟
膏
の
原
料
、
テ
レ
ビ
ン
油
・
ワ
ニ
ス
の

製
造
、
製
紙
・
石
鹸
工
業
な
ど
に
使
用
。
松
膏
。」
と
さ
れ
る
。
松
脂
は
、
松
の

根
株
を
乾
留
し
な
く
と
も
得
ら
れ
る
樹
脂
（
松
精
油
・
松
根
油
）
で
あ
り
、
よ

り
簡
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
根
油
等
に
か
か
る
研
究
及
び
施
策

　

我
が
国
に
お
い
て
、
松
脂
・
松
根
油
に
関
す
る
調
査
研
究
は
明
治
末
期
か
ら

見
ら
れ
る
。
森
林
総
合
研
究
所
（
現
国
立
研
究
開
発
法
人 

森
林
研
究
・
整
備

機
構
）
に
よ
る
試
験
報
告
が
あ
る
。
松
脂
は
蝋
燭
の
代
用
品
と
な
り
、
そ
の
蒸
留

で
得
ら
れ
た
松
精
油
が
香
水
・
薬
品
や
溶
剤
に
使
わ
れ
た
り
し
、
ま
た
、
松
根

油
は
ペ
イ
ン
ト
や
漆
溶
剤
、
防
擦
剤
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の

試
験
は
あ
く
ま
で
林
業
振
興
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
の
際
の
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
等
に
つ
い
て
は
、
不

足
す
る
航
空
機
燃
料
の
代
替
品
と
し
て
ま
ず
海
軍
が
取
り
組
み
、
次
い
で
陸
軍

や
農
商
務
省
・
内
務
省
も
開
発
に
乗
り
出
し
た
と
さ
れ
る
（
石
井
２
０
０
３
・

伊
藤
２
０
１
８
）
。
防
衛
省
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る

資
料
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
多
く
の
要
綱
や
方
策
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

・
昭
和
19
年
10
・
23
「
松
根
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
次
官
会
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
）

・
昭
和
20
年
３
・
15
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
実
施
方
策
」
（
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
会
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
16
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
20
「
樟
脳
、
樟
脳
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
）

　
　
　
　
　

４
・
20
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
ニ
関
ス
ル
陸
軍
、
海
軍
、
農
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
省
申
合
事
項
」

　
　
　
　
　

４
・
21
「
松
脂
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
（
農
商
次
官　

→　

各

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
道
府
県
あ
て
）

　
　
　
　
　

６
・
16
「
陸
海
軍
松
脂
支
援
地
域
中
央
協
定
」

　

ま
た
、
福
岡
県
議
会
で
は
、
昭
和
19
年
に
松
根
油
の
緊
急
抽
出
の
た
め
の
増

産
施
設
補
助
費
６
７
万
４
５
１
２
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
（
福
岡
県
議
会

１
９
５
７
）
。

松
脂
採
取
・
松
根
油
製
造
に
関
す
る
事
例

　

上
記
し
た
松
脂
採
取
や
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
国
を
挙
げ
て
の
取
組
み

で
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
人
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
た
ら
し
い
。

　

市
町
村
史
誌
類
に
も
戦
時
中
の
出
来
事
と
し
て
記
述
さ
れ
た
り
、
戦
時
中
の

こ
と
を
扱
っ
た
図
録
な
ど
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に
そ
れ
に
携
わ

っ
た
人
が
発
し
た
声
を
記
録
し
た
も
の
も
あ
る
。

 
 

井
上
晋
氏
は
福
岡
市
西
区
生
の
松
原
に
あ
る
九
州
大
学
演
習
林
内
の
松
林
中

に
、
松
脂
採
取
の
痕
跡
を
有
す
る
松
28
本
を
確
認
し
て
い
る
（
井
上
２
０
０
９
）
。

　

伊
藤
慎
二
氏
は
、
勤
務
す
る
大
学
の
構
内
に
あ
る
松
の
幹
に
残
る
削
っ
た
痕

に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
構
内
に
存
在
す
る
松
10
本
に

つ
い
て
、
縦
長
長
方
形
状
の
Ａ
類
と
、
横
長
で
下
向
き
の
三
角
形
状
の
Ｂ
類
に

分
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
松
脂
採
取
痕
跡
に
つ
い
て
の
解
釈
や
保
存
・
活
用

の
課
題
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
伊
藤
２
０
１
８
）。
考
古
学
的
視
点
で

検
証
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

特
異
な
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
20
年
７
月
末
に
奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
村

（
當
麻
町
）
加
守
字
ス
ミ
ヤ
キ
で
、
松
根
油
を
取
る
た
め
の
松
根
を
掘
っ
て
い
た

際
に
金
銅
骨
壺
を
掘
り
当
て
た
た
め
、
末
永
雅
雄
氏
と
嶋
田
曉
氏
と
が
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
い
う
（
嶋
田
２
０
０
９
）
。

宗
像
市
さ
つ
き
松
原
の
松
脂
採
取

 
 

全
国
白
砂
青
松
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
「
さ
つ
き
松
原
」
は

総
長
５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
北
端
に
近
い
所

の
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
間
に
、
松
脂
を
採
取
し
た
際
に
傷
つ
け
た
で
あ
ろ

う
痕
跡
の
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
、
少
な
く
と
も
５
本
は
確
認
で
き
た
。
周
辺
も
含

め
て
精
査
す
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
伊
藤
の
分
類
に

よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で
あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23
～
73
㎝
、

横
６
～
13
㎝
で
、
地
表
か
ら
の
高
さ
は
、
下
端
が
15
～
90
㎝
、
上
端
が
54
～

１
８
０
㎝
の
間
に
収
ま
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り
は
76
～
１
６
０
㎝
で

あ
っ
た
。
刻
線
ら
し
き
痕
跡
が
見
え
る
も
の
が
１
本
の
み
あ
っ
た
が
、
確
実
で

は
な
い
。

　

こ
の
松
林
は
、
全
体
に
小
さ
め
の
松
が
多
く
、
そ
の
中
に
古
い
大
き
な
松
が

点
在
す
る
と
い
う
景
観
で
あ
る
。
所
々
に

伐
り
倒
し
た
根
本
切
り
株
も
見
ら
れ
る
の

で
、
以
前
は
大
木
が
林
立
し
て
い
た
も
の

だ
ろ
う
。
現
存
の
大
き
な
松
の
根
回
り
は
２
０
０
㎝
を
越
す
も
の
が
あ
る
（
写

真
１
～
７
）
。

福
津
市
緑
町
松
林
の
松
脂
採
取

 
 

ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
の
中

に
、
松
脂
を
採
集
し
た
際
に
傷
つ
け

た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
少
な
く
と
も

５
本
は
確
認
で
き
た
。
伊
藤
の
分
類

に
よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で

あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23

～
42
㎝
、
横
13
～
25
㎝
で
、
地
表

か
ら
の
高
さ
は
40
～
１
３
３
㎝
と

な
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り

は
１
５
０
～
２
０
３
㎝
で
あ
っ
た
。
刻
線
の
あ
る
も
の
は
１
本
の
み
見
ら
れ
、

そ
の
刻
線
は
斜
格
子
状
を
呈
し
て
い
る
。
（
写
真
８
～
14
）

お
わ
り
に

　

石
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
の
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
昭
和
19
年
に
ド
イ

ツ
駐
在
武
官
か
ら
軍
令
部
宛
に
届
い
た
電
報
に
よ
る
情
報
、
す
な
わ
ち
「
ド
イ

ツ
で
は
松
か
ら
採
取
し
た
油
で
航
空
機
を
飛
ば
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
発

端
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

日
本
全
国
の
津
々
浦
々
で
松
の
根
を
掘
り
起
こ
し
、
松
脂
を
採
取
し
て
僅
か

な
航
空
ガ
ソ
リ
ン
が
製
造
さ
れ
た
も
の
の
「
そ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
航
空
機
に
使
用

さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
」
（
石
井
２
０
０
３
）
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
つ
き
松
原
は
黒
田
長
政
が
慶
長
７
年(

１
６
０
２)

に
マ
ツ
の
植
樹
を
命
じ

た
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
大
き
な
松
が
多
数
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ふ
く

つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
も
古
く
か
ら
の
松
並
と
考
え
て
よ
い
所
で
あ
る
。
と
も

に
昭
和
19
～
20
年
の
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
松
脂
を
採
集
し
た
松
は
た
く
さ

ん
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
傷
つ
け
た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
そ
こ
で
は

現
在
で
も
少
数
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

花
田
２
０
１
６
に
は
、
３
人
か
ら
の
引
用
・
聞
き
取
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
一
人
は
「
五
月
松
原
で
松
根
油
が
採
取
さ
れ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
さ
つ
き
松
原
の
５
本
の
松
の
傷
跡
が
松
脂

採
取
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
聞
き
取
り
内
容
を
現
認
し
え
た
と
考
え
た

い
。
ま
た
、
花
田
氏
の
母
親
の
体
験
談
に
は
松
脂
採
取
の
場
所
と
し
て
用
山
・

平
山
・
大
井
の
地
名
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
宗
像
の
内
陸
部
で
あ
る
。
そ

こ
に
傷
痕
跡
の
あ
る
松
が
今
も
現
存
す
る
か
否
か
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
松

の
あ
る
所
の
ほ
と
ん
ど
で
松
脂
採
取
が
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

玄
界
灘
か
ら
響
灘
の
沿
岸
に
は
、
虹
の
松
原
・
幣
の
松
原
・
生
の
松
原
・
さ

つ
き
松
原
・
三
里
松
原
な
ど
多
く
の
松
原
が
あ
る
。
多
く
の
松
で
松
脂
採
取
が

な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
先
の
戦
争
に
関
連
し
た
痕
跡
と
し
て
の
松
の
木
は
各
地
に
ま

だ
多
く
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
、
伊
藤
氏
の
論
文
や
花
田
氏
の
著

作
を
踏
ま
え
て
、
宗
像
地
域
で
確
認
し
え
た
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

末
尾
な
が
ら
、
ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
に
つ
い
て
、
そ
の
関
連
事
項
を

調
べ
て
い
た
だ
い
た
福
津
市
教
育
委
員
会
の
田
上
浩
司
氏
、
西
南
学
院
大
学
構

内
の
松
脂
採
取
痕
跡
ほ
か
を
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
種
々
教
示
い
た
だ
い
た
伊

藤
慎
二
氏
、
そ
し
て
花
田
勝
弘
氏
ほ
か
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

註
１
．
大
東
亜
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
、
日
中
戦
争
あ
る
い
は
１
９
３
１
（
昭
和

　

６
）
年
９
・
18
に
起
き
た
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
）
以
降
を
指
し
て
十
五
年
戦
争

　

と
捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
平
洋
戦
争
と
す
る
。

２
． 

国
立
公
文
書
館 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
燃
料
関
係
の

　

技
術
資
料
の
中
に
、
陸
軍
燃
料
研
究
所
が
行
っ
て
い
た
研
究
の
一
覧
が
あ
り
、
「
松

　

根
油
処
理
法
ニ
関
ス
ル
研
究
」
・
「
松
脂
処
理
ニ
関
ス
ル
研
究
」
が
示
さ
れ
る
。

　

h
t
t
p
:
/
/
w
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w
.
j
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a
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g
o
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j
p
 
 
 
C
1
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8
4
5
9
0
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３
．
守
屋
物
四
郎
・
石
坂
四
郎　

１
９
０
８
・
３
「
松
脂
採
集
試
験
報
告
」
林
業
試
験

　

報
告
№
５

　

牧
野
清
利
・
守
屋
重
政 

１
９
１
１
・
11 

「
松
根
油
製
造
試
験
報
告
」
林
業
試
験
報

　

告
№
９

　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
f
f
p
r
i
.
a
f
f
r
c
.
g
o
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j
p
/
l
a
b
s
/
k
a
n
k
o
/
9
-
9
.
p
d
f

４
．h
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/
/
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w
w
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j
a
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a
r
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g
o
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j
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C
1
3
1
2
0
9
1
7
6
0
0

５
．
福
岡
県
内
の
市
町
村
史
誌
類
で
は
、『
金
田
町
史
』（
１
９
６
８
）
・
『
郷
土
読
本
わ

　

れ
ら
の
川
崎
』
（
１
９
６
９
）
・
『
直
方
市
史 

資
料
編
下
巻
』
（
１
９
８
３
）
・
『
薦
野

　

の
戦
記
』（
１
９
８
４
）・
『
春
日
市
史
』（
１
９
９
５
）・
『
上
陽
町
郷
土
史
年
表
』（
１

　

９
９
５
）・『
小
郡
市
史 

第
五
巻
』（
１
９
９
９
）・『
星
野
村
史 

行
政
・
教
育
編
』（
２

　

０
０
０
）・『
大
野
城
市
史 

下
巻
』
（
２
０
０
４
）・『
築
城
町
誌
』
（
２
０
０
６
）・『
古

　

賀
市
う
る
わ
し
』
（
２
０
０
７
）
・
『
小
郡
市
史 

補
遺
編
』
（
２
０
１
７
）
な
ど
に
お

　

い
て
松
脂
採
取
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

６
．
多
く
の
事
例
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
例
え
ば
、
研
秀
出
版

　

株
式
会
社
の
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ラ
ー
昭
和
史 

第
８
巻 

終
戦
の
悲
劇
』
（
１
９
８

　

９
）
に
は
蒸
留
精
製
し
た
松
根
油
が
ド
ラ
ム
缶
に
つ
め
ら
れ
、
空
爆
を
避
け
る
た
め

　

に
地
下
貯
蔵
庫
に
搬
入
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
56
）
。

　
　

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
研
究
会
編
２
０
０
０
に
お
い
て
、
第
５
章
「
日
米
の
兵
器

　

比
較
に
み
る
戦
争
哲
学
の
違
い
」
の
中
の
「
科
学
技
術
と
戦
争
５　

松
ヤ
ニ
と
サ
ツ

　

マ
イ
モ
で
戦
闘
機
を
飛
ば
せ
！―

全
国
で
掘
り
起
こ
し
た
松
根
か
ら
も
ガ
ソ
リ
ン

　

づ
く
り―

」
の
項
に
添
付
さ
れ
た
写
真
な
ど
が
あ
る
（
Ｐ
245
）
。

　

　

さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
社
１
９
７
７
に
は
松
脂
採
取
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
（
Ｐ
85
）
、

　

伊
藤
２
０
１
８
に
は
松
脂
の
主
な
採
取
方
法
の
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
173
）
。

７
．
花
田
２
０
１
６
の
Ｐ
124
～
125
に
も
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
、
平
成
30
年

　

段
階
で
西
日
本
新
聞
が
毎
週
金
曜
日
の
朝
刊
に
連
載
し
て
い
る
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄

　

の
「
戦
争―

次
の
世
代
へ
の
伝
言
」
に
お
い
て
も
、
戦
争
体
験
者
の
こ
と
ば
と
し
て

　

松
根
掘
り
や
松
脂
採
取
の
話
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

８
．
ド
イ
ツ
駐
在
武
官
か
ら
の
電
報
に
つ
い
て
、
石
井
２
０
０
３
で
は
昭
和
19
年
３
月

　

と
し
、
伊
藤
２
０
１
８
は
同
年
７
月
と
し
て
い
る
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

・ 

石
井
正
紀 

２
０
０
３
・
６ 

『
陸
軍
燃
料
廠
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
）

・ 

伊
藤
慎
二 

２
０
１
８
・
２ 

「
西
南
学
院
大
学
構
内
の
戦
争
遺
跡―

戦
時
下
の
松
脂

　

採
取
痕
跡
を
中
心
に―

」
『
西
南
学
院
大
学 

国
際
文
化
論
集
』
第
32
巻 

第
２
号

・ 

井
上
晋 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
植
物
と
人
・
生
き
も
の
③ 

 

福
岡
市
・
生
ノ
松
原
の

　

松
脂
採
取
と
松
根
油
精
製
」
『
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
』
330

・ 

外
務
省
編
纂 

１
９
５
２
・
５ 

『
終
戦
史
録
』 

新
聞
月
鑑
社

・ 

北
村
恒
信 

２
０
０
２
・
９ 

『
戦
時
用
語
の
基
礎
知
識
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ

　

文
庫
）

・ 

嶋
田
曉 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
戦
時
中
の
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
活
動
」
『
考
古
学
ジ

　

ャ
ー
ナ
ル
』
338

・ 

太
平
洋
戦
争
研
究
会
編　

２
０
０
０
・
８[

２
０
０
１
・
５
第
６
刷]

『
学
校
で
教
え

　

な
い
教
科
書　

面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
太
平
洋
戦
争
』
日
本
文
芸
社

・ 

立
川
京
一 

２
０
１
０
・
３ 

「
戦
争
指
導
方
針
決
定
の
構
造―

太
平
洋
戦
争
時
の
日

　

本
を
事
例
と
し
て―

」
『
戦
史
研
究
年
報
』
第
13
号

・ 

花
田
勝
弘 

２
０
１
６
・
８ 

『
北
部
九
州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦―

沖
ノ
島
砲
台

　

と
宗
像―

』
宗
像
考
古
刊
行
会

・ 

福
岡
県
議
会
事
務
局 

 

１
９
５
７
・
12 

 

『
詳
説 

福
岡
県
議
会
史 

昭
和
篇
第
２
巻
』

・ 

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室 

１
９
７
２
・
７ 

『
本
土
決
戦
準
備
〈
２
〉―

九
州
の

　

防
衛―

』
戦
史
叢
書
57　

朝
雲
新
聞
社

・ 

毎
日
新
聞
社 

 

１
９
７
７
・
９ 

 

『
１
億
人
の
昭
和
史
［
15]

昭
和
史
写
真
年
表
』

（
い
さ
き
と
し
あ
き　

原
始
・
古
代
部
会
）

写真７

写真５ 写真４ 写真３

写真８

写真 10 写真９

写真６
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は
じ
め
に

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
15
日
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
聖
断
と
し
て
の

「
大
東
亜
戦
争
終
結
ノ
詔
書
」
に
よ
り
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
昭
和
16
年
12
月
８
日
開
戦
の
太
平
洋
戦
争
は
、
昭
和
17
年
６
月
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
降
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
・
ア
ッ
ツ
・
マ
リ
ア
ナ
・
サ
イ
パ
ン
・

ペ
リ
リ
ュ
ー
な
ど
の
南
洋
で
の
敗
北
が
続
き
、
日
本
は
敗
戦
へ
の
道
を
辿
る
こ

と
に
な
る
。

　

日
本
政
府
・
大
本
営
は
戦
争
指
導
方
針
と
し
て
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
３

月
７
日
の
第
１
回
か
ら
都
合
４
回
に
わ
た
っ
て
「
今
後
採
ル
ヘ
キ
戦
争
指
導
ノ

（
基
本
）
大
綱
」（
「
戦
争
指
導
大
綱
」
）
を
定
め
た
と
さ
れ
る
が
（
立
川
２
０
１

０
）
、
そ
の
第
３
回
と
４
回
の
間
の
昭
和
20
年
１
月
18
日
に
最
高
戦
争
指
導
会

議
で
決
定
さ
れ
た
大
綱
で
「
帝
国
は
昭
和
二
十
年
前
半
期
に
於
て
、
速
に
日
満

華
の
総
力
を
徹
底
的
に
結
集
、
戦
力
化
し
特
に
本
土
決
戦
即
応
態
勢
を
確
立

し
、
一
億
必
勝
を
確
信
し
、
主
敵
米
の
侵
寇
を
破
摧
し
、
飽
く
迄
戦
争
を
完
遂

す
、
此
の
間
活
発
な
る
施
策
に
よ
り
対
ソ
静
謐
の
保
持
に
努
む
」
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
た
（
外
務
省
１
９
５
２
）
。

　

さ
ら
に
、
大
本
営
に
よ
る
同
年
１
月
20
日
の
「
帝
国
陸
海
軍
作
戦
計
画
大
綱
」

（
本
土
決
戦
に
関
す
る
作
戦
大
綱
）
も
示
さ
れ
た
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
。

　

昭
和
20
年
６
月
８
日
に
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
第
４
回
の
戦
争
指
導
大

綱
に
お
け
る
国
力
の
現
状
の
中
に
は
「
（
ニ
）
液
体
燃
料
ノ
供
給
ハ
今
後
日
満
支

ノ
自
給
ニ
俟
ツ
ノ
外
ナ
ク
貯
油
ノ
払
底
ト
増
産
計
画
ノ
進
行
遅
延
ニ
伴
ヒ
航
空

燃
料
等
ノ
逼
迫
ハ
中
期
以
降
戦
争
遂
行
ニ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
ス
情
勢
ナ

リ
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
、
航
空
燃
料
等
が
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

昭
和
20
年
に
入
っ
て
、
「
金
属
類
回
収
令
」
の
改
正
（
勅
令
第
62
号
）
に
見

る
よ
う
に
物
資
不
足
は
著
し
く
、
ま
た
、
根
こ
そ
ぎ
動
員
と
し
て
第
１
次
配
備

（
本
土
決
戦
第
一
次
兵
備
）
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
側
の
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
た
。

　

と
も
か
く
、
昭
和
19
～
20
年
の
頃
に
は
、
日
本
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
は
枯
渇
し
て
き
て
お
り
、
と
く
に
石
油
は
不
足
し
て
い
た
。
そ
れ
を
補
う

も
の
と
し
て
、
松
根
油
や
松
脂
、
樟
脳
・
樟
脳
油
、
箆
麻
な
ど
の
増
産
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
の
う
ち
、

本
稿
で
は
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
松
脂
の
採
取
痕
跡
事
例
を
紹
介
す
る
。

松
根
油
・
松
脂
と
は

　

松
根
油
と
は
、
北
村
恒
信
氏
に
よ
る
と
、「
松
の
根
株
を
乾
溜
し
て
得
た
の
が

松
根
油
で
あ
る
。
こ
れ
を
精
製
す
る
と
、
広
汎
な
用
途
を
も
つ
テ
レ
ピ
ン
油
や

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
、
そ
の
他
が
生
ま
れ
る
。…

（
中
略
）…

太
平
洋
戦
争
下
、

制
海
制
空
権
を
奪
わ
れ
、
南
方
占
領
地
区
か
ら
の
石
油
の
輸
送
も
困
難
を
き
わ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め

松
根
油
か
ら
航
空
燃
料
を
生
産
し
よ
う
と
、
大
政
翼
賛
会
の
運
動
と
し
て
日
本

全
国
各
県
、
各
市
町
村
、
各
地
区
へ
と
松
根
発
掘
量
を
割
り
当
て
る
な
ど
し
て

強
制
し
た
。
男
手
は
少
な
く
、
女
子
供
の
手
に
よ
る
慣
れ
な
い
重
労
働
が
毎
日

く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 /

 

松
根
油
が
航
空
燃
料
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
か
と
い
う
と
、
高
々
度
飛
行
に
絶
対
に
必
要
な
高
オ
ク
タ
ン
価
で
あ
る
。

１
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
で
は
零
下
55
度
に
も
温
度
が
下
が
り
、
気
圧
も
地
上
の

三
分
の
一
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
重
要
な
発
動
機
を
動
か
す
ガ
ソ
リ
ン
ま
で
も

蒸
気
閉
塞
を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
高
度
の
オ
ク
タ
ン
価
を
有
す

る
油
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 /

 

松
根
油
こ
そ
、
こ
の
要
求
に
う
っ
て
つ
け
の

高
性
能
オ
ク
タ
ン
価
（
150
以
上
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
研
究
の
結
果
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
（
北
村
２
０
０
２
）
、
航
空
燃
料
に
使
う
た
め
に
各
地

で
松
根
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
採
掘
さ
れ
た
松
根
の
量
は
、

陸
軍
地
域
約
23
万
ト
ン
、
海
軍
地
域
約
61
万
ト
ン
だ
っ
た
と
い
う
」
が
、
そ
れ

が
実
用
に
供
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
で
松
脂
は
、
『
広
辞
苑
』
（
昭
和
55
年
９
月 

第
２
版
補
訂
版 

第
５
刷
）

に
よ
る
と
、「
松
（
特
に
ク
ロ
マ
ツ
）
の
幹
か
ら
分
泌
し
た
樹
脂
。
粘
気
多
く
、

黄
色
ま
た
は
帯
褐
黄
色
で
、
硬
膏
・
蠟
膏
の
原
料
、
テ
レ
ビ
ン
油
・
ワ
ニ
ス
の

製
造
、
製
紙
・
石
鹸
工
業
な
ど
に
使
用
。
松
膏
。」
と
さ
れ
る
。
松
脂
は
、
松
の

根
株
を
乾
留
し
な
く
と
も
得
ら
れ
る
樹
脂
（
松
精
油
・
松
根
油
）
で
あ
り
、
よ

り
簡
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
根
油
等
に
か
か
る
研
究
及
び
施
策

　

我
が
国
に
お
い
て
、
松
脂
・
松
根
油
に
関
す
る
調
査
研
究
は
明
治
末
期
か
ら

見
ら
れ
る
。
森
林
総
合
研
究
所
（
現
国
立
研
究
開
発
法
人 

森
林
研
究
・
整
備

機
構
）
に
よ
る
試
験
報
告
が
あ
る
。
松
脂
は
蝋
燭
の
代
用
品
と
な
り
、
そ
の
蒸
留

で
得
ら
れ
た
松
精
油
が
香
水
・
薬
品
や
溶
剤
に
使
わ
れ
た
り
し
、
ま
た
、
松
根

油
は
ペ
イ
ン
ト
や
漆
溶
剤
、
防
擦
剤
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の

試
験
は
あ
く
ま
で
林
業
振
興
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
の
際
の
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
等
に
つ
い
て
は
、
不

足
す
る
航
空
機
燃
料
の
代
替
品
と
し
て
ま
ず
海
軍
が
取
り
組
み
、
次
い
で
陸
軍

や
農
商
務
省
・
内
務
省
も
開
発
に
乗
り
出
し
た
と
さ
れ
る
（
石
井
２
０
０
３
・

伊
藤
２
０
１
８
）
。
防
衛
省
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る

資
料
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
多
く
の
要
綱
や
方
策
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

・
昭
和
19
年
10
・
23
「
松
根
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
次
官
会
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
）

・
昭
和
20
年
３
・
15
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
実
施
方
策
」
（
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
会
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
16
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
20
「
樟
脳
、
樟
脳
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
）

　
　
　
　
　

４
・
20
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
ニ
関
ス
ル
陸
軍
、
海
軍
、
農
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
省
申
合
事
項
」

　
　
　
　
　

４
・
21
「
松
脂
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
（
農
商
次
官　

→　

各

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
道
府
県
あ
て
）

　
　
　
　
　

６
・
16
「
陸
海
軍
松
脂
支
援
地
域
中
央
協
定
」

　

ま
た
、
福
岡
県
議
会
で
は
、
昭
和
19
年
に
松
根
油
の
緊
急
抽
出
の
た
め
の
増

産
施
設
補
助
費
６
７
万
４
５
１
２
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
（
福
岡
県
議
会

１
９
５
７
）
。

松
脂
採
取
・
松
根
油
製
造
に
関
す
る
事
例

　

上
記
し
た
松
脂
採
取
や
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
国
を
挙
げ
て
の
取
組
み

で
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
人
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
た
ら
し
い
。

　

市
町
村
史
誌
類
に
も
戦
時
中
の
出
来
事
と
し
て
記
述
さ
れ
た
り
、
戦
時
中
の

こ
と
を
扱
っ
た
図
録
な
ど
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に
そ
れ
に
携
わ

っ
た
人
が
発
し
た
声
を
記
録
し
た
も
の
も
あ
る
。

 
 

井
上
晋
氏
は
福
岡
市
西
区
生
の
松
原
に
あ
る
九
州
大
学
演
習
林
内
の
松
林
中

に
、
松
脂
採
取
の
痕
跡
を
有
す
る
松
28
本
を
確
認
し
て
い
る
（
井
上
２
０
０
９
）
。

　

伊
藤
慎
二
氏
は
、
勤
務
す
る
大
学
の
構
内
に
あ
る
松
の
幹
に
残
る
削
っ
た
痕

に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
構
内
に
存
在
す
る
松
10
本
に

つ
い
て
、
縦
長
長
方
形
状
の
Ａ
類
と
、
横
長
で
下
向
き
の
三
角
形
状
の
Ｂ
類
に

分
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
松
脂
採
取
痕
跡
に
つ
い
て
の
解
釈
や
保
存
・
活
用

の
課
題
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
伊
藤
２
０
１
８
）。
考
古
学
的
視
点
で

検
証
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

特
異
な
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
20
年
７
月
末
に
奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
村

（
當
麻
町
）
加
守
字
ス
ミ
ヤ
キ
で
、
松
根
油
を
取
る
た
め
の
松
根
を
掘
っ
て
い
た

際
に
金
銅
骨
壺
を
掘
り
当
て
た
た
め
、
末
永
雅
雄
氏
と
嶋
田
曉
氏
と
が
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
い
う
（
嶋
田
２
０
０
９
）
。

宗
像
市
さ
つ
き
松
原
の
松
脂
採
取

 
 

全
国
白
砂
青
松
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
「
さ
つ
き
松
原
」
は

総
長
５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
北
端
に
近
い
所

の
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
間
に
、
松
脂
を
採
取
し
た
際
に
傷
つ
け
た
で
あ
ろ

う
痕
跡
の
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
、
少
な
く
と
も
５
本
は
確
認
で
き
た
。
周
辺
も
含

め
て
精
査
す
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
伊
藤
の
分
類
に

よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で
あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23
～
73
㎝
、

横
６
～
13
㎝
で
、
地
表
か
ら
の
高
さ
は
、
下
端
が
15
～
90
㎝
、
上
端
が
54
～

１
８
０
㎝
の
間
に
収
ま
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り
は
76
～
１
６
０
㎝
で

あ
っ
た
。
刻
線
ら
し
き
痕
跡
が
見
え
る
も
の
が
１
本
の
み
あ
っ
た
が
、
確
実
で

は
な
い
。

　

こ
の
松
林
は
、
全
体
に
小
さ
め
の
松
が
多
く
、
そ
の
中
に
古
い
大
き
な
松
が

点
在
す
る
と
い
う
景
観
で
あ
る
。
所
々
に

伐
り
倒
し
た
根
本
切
り
株
も
見
ら
れ
る
の

で
、
以
前
は
大
木
が
林
立
し
て
い
た
も
の

だ
ろ
う
。
現
存
の
大
き
な
松
の
根
回
り
は
２
０
０
㎝
を
越
す
も
の
が
あ
る
（
写

真
１
～
７
）
。

福
津
市
緑
町
松
林
の
松
脂
採
取

 
 

ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
の
中

に
、
松
脂
を
採
集
し
た
際
に
傷
つ
け

た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
少
な
く
と
も

５
本
は
確
認
で
き
た
。
伊
藤
の
分
類

に
よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で

あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23

～
42
㎝
、
横
13
～
25
㎝
で
、
地
表

か
ら
の
高
さ
は
40
～
１
３
３
㎝
と

な
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り

は
１
５
０
～
２
０
３
㎝
で
あ
っ
た
。
刻
線
の
あ
る
も
の
は
１
本
の
み
見
ら
れ
、

そ
の
刻
線
は
斜
格
子
状
を
呈
し
て
い
る
。
（
写
真
８
～
14
）

お
わ
り
に

　

石
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
の
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
昭
和
19
年
に
ド
イ

ツ
駐
在
武
官
か
ら
軍
令
部
宛
に
届
い
た
電
報
に
よ
る
情
報
、
す
な
わ
ち
「
ド
イ

ツ
で
は
松
か
ら
採
取
し
た
油
で
航
空
機
を
飛
ば
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
発

端
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

日
本
全
国
の
津
々
浦
々
で
松
の
根
を
掘
り
起
こ
し
、
松
脂
を
採
取
し
て
僅
か

な
航
空
ガ
ソ
リ
ン
が
製
造
さ
れ
た
も
の
の
「
そ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
航
空
機
に
使
用

さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
」
（
石
井
２
０
０
３
）
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
つ
き
松
原
は
黒
田
長
政
が
慶
長
７
年(

１
６
０
２)

に
マ
ツ
の
植
樹
を
命
じ

た
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
大
き
な
松
が
多
数
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ふ
く

つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
も
古
く
か
ら
の
松
並
と
考
え
て
よ
い
所
で
あ
る
。
と
も

に
昭
和
19
～
20
年
の
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
松
脂
を
採
集
し
た
松
は
た
く
さ

ん
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
傷
つ
け
た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
そ
こ
で
は

現
在
で
も
少
数
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

花
田
２
０
１
６
に
は
、
３
人
か
ら
の
引
用
・
聞
き
取
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
一
人
は
「
五
月
松
原
で
松
根
油
が
採
取
さ
れ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
さ
つ
き
松
原
の
５
本
の
松
の
傷
跡
が
松
脂

採
取
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
聞
き
取
り
内
容
を
現
認
し
え
た
と
考
え
た

い
。
ま
た
、
花
田
氏
の
母
親
の
体
験
談
に
は
松
脂
採
取
の
場
所
と
し
て
用
山
・

平
山
・
大
井
の
地
名
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
宗
像
の
内
陸
部
で
あ
る
。
そ

こ
に
傷
痕
跡
の
あ
る
松
が
今
も
現
存
す
る
か
否
か
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
松

の
あ
る
所
の
ほ
と
ん
ど
で
松
脂
採
取
が
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

玄
界
灘
か
ら
響
灘
の
沿
岸
に
は
、
虹
の
松
原
・
幣
の
松
原
・
生
の
松
原
・
さ

つ
き
松
原
・
三
里
松
原
な
ど
多
く
の
松
原
が
あ
る
。
多
く
の
松
で
松
脂
採
取
が

な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
先
の
戦
争
に
関
連
し
た
痕
跡
と
し
て
の
松
の
木
は
各
地
に
ま

だ
多
く
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
、
伊
藤
氏
の
論
文
や
花
田
氏
の
著

作
を
踏
ま
え
て
、
宗
像
地
域
で
確
認
し
え
た
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

末
尾
な
が
ら
、
ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
に
つ
い
て
、
そ
の
関
連
事
項
を

調
べ
て
い
た
だ
い
た
福
津
市
教
育
委
員
会
の
田
上
浩
司
氏
、
西
南
学
院
大
学
構

内
の
松
脂
採
取
痕
跡
ほ
か
を
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
種
々
教
示
い
た
だ
い
た
伊

藤
慎
二
氏
、
そ
し
て
花
田
勝
弘
氏
ほ
か
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

註
１
．
大
東
亜
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
、
日
中
戦
争
あ
る
い
は
１
９
３
１
（
昭
和

　

６
）
年
９
・
18
に
起
き
た
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
）
以
降
を
指
し
て
十
五
年
戦
争

　

と
捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
平
洋
戦
争
と
す
る
。

２
． 

国
立
公
文
書
館 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
燃
料
関
係
の

　

技
術
資
料
の
中
に
、
陸
軍
燃
料
研
究
所
が
行
っ
て
い
た
研
究
の
一
覧
が
あ
り
、
「
松

　

根
油
処
理
法
ニ
関
ス
ル
研
究
」
・
「
松
脂
処
理
ニ
関
ス
ル
研
究
」
が
示
さ
れ
る
。

　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
c
a
r
.
g
o
.
j
p
 
 
 
C
1
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0
8
4
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9
0
0

３
．
守
屋
物
四
郎
・
石
坂
四
郎　

１
９
０
８
・
３
「
松
脂
採
集
試
験
報
告
」
林
業
試
験

　

報
告
№
５

　

牧
野
清
利
・
守
屋
重
政 

１
９
１
１
・
11 

「
松
根
油
製
造
試
験
報
告
」
林
業
試
験
報

　

告
№
９
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/
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w
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k
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/
9
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/
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.
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C
1
3
1
2
0
9
1
7
6
0
0

５
．
福
岡
県
内
の
市
町
村
史
誌
類
で
は
、『
金
田
町
史
』（
１
９
６
８
）
・
『
郷
土
読
本
わ

　

れ
ら
の
川
崎
』
（
１
９
６
９
）
・
『
直
方
市
史 

資
料
編
下
巻
』
（
１
９
８
３
）
・
『
薦
野

　

の
戦
記
』（
１
９
８
４
）・
『
春
日
市
史
』（
１
９
９
５
）・
『
上
陽
町
郷
土
史
年
表
』（
１

　

９
９
５
）・『
小
郡
市
史 

第
五
巻
』（
１
９
９
９
）・『
星
野
村
史 

行
政
・
教
育
編
』（
２

　

０
０
０
）・『
大
野
城
市
史 

下
巻
』
（
２
０
０
４
）・『
築
城
町
誌
』
（
２
０
０
６
）・『
古

　

賀
市
う
る
わ
し
』
（
２
０
０
７
）
・
『
小
郡
市
史 

補
遺
編
』
（
２
０
１
７
）
な
ど
に
お

　

い
て
松
脂
採
取
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

６
．
多
く
の
事
例
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
例
え
ば
、
研
秀
出
版

　

株
式
会
社
の
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ラ
ー
昭
和
史 

第
８
巻 

終
戦
の
悲
劇
』
（
１
９
８

　

９
）
に
は
蒸
留
精
製
し
た
松
根
油
が
ド
ラ
ム
缶
に
つ
め
ら
れ
、
空
爆
を
避
け
る
た
め

　

に
地
下
貯
蔵
庫
に
搬
入
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
56
）
。

　
　

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
研
究
会
編
２
０
０
０
に
お
い
て
、
第
５
章
「
日
米
の
兵
器

　

比
較
に
み
る
戦
争
哲
学
の
違
い
」
の
中
の
「
科
学
技
術
と
戦
争
５　

松
ヤ
ニ
と
サ
ツ

　

マ
イ
モ
で
戦
闘
機
を
飛
ば
せ
！―

全
国
で
掘
り
起
こ
し
た
松
根
か
ら
も
ガ
ソ
リ
ン

　

づ
く
り―

」
の
項
に
添
付
さ
れ
た
写
真
な
ど
が
あ
る
（
Ｐ
245
）
。

　

　

さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
社
１
９
７
７
に
は
松
脂
採
取
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
（
Ｐ
85
）
、

　

伊
藤
２
０
１
８
に
は
松
脂
の
主
な
採
取
方
法
の
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
173
）
。

７
．
花
田
２
０
１
６
の
Ｐ
124
～
125
に
も
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
、
平
成
30
年

　

段
階
で
西
日
本
新
聞
が
毎
週
金
曜
日
の
朝
刊
に
連
載
し
て
い
る
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄

　

の
「
戦
争―

次
の
世
代
へ
の
伝
言
」
に
お
い
て
も
、
戦
争
体
験
者
の
こ
と
ば
と
し
て

　

松
根
掘
り
や
松
脂
採
取
の
話
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

８
．
ド
イ
ツ
駐
在
武
官
か
ら
の
電
報
に
つ
い
て
、
石
井
２
０
０
３
で
は
昭
和
19
年
３
月

　

と
し
、
伊
藤
２
０
１
８
は
同
年
７
月
と
し
て
い
る
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

・ 

石
井
正
紀 

２
０
０
３
・
６ 

『
陸
軍
燃
料
廠
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
）

・ 

伊
藤
慎
二 

２
０
１
８
・
２ 

「
西
南
学
院
大
学
構
内
の
戦
争
遺
跡―

戦
時
下
の
松
脂

　

採
取
痕
跡
を
中
心
に―

」
『
西
南
学
院
大
学 

国
際
文
化
論
集
』
第
32
巻 

第
２
号

・ 

井
上
晋 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
植
物
と
人
・
生
き
も
の
③ 

 

福
岡
市
・
生
ノ
松
原
の

　

松
脂
採
取
と
松
根
油
精
製
」
『
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
』
330

・ 

外
務
省
編
纂 

１
９
５
２
・
５ 

『
終
戦
史
録
』 

新
聞
月
鑑
社

・ 

北
村
恒
信 

２
０
０
２
・
９ 

『
戦
時
用
語
の
基
礎
知
識
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ

　

文
庫
）

・ 

嶋
田
曉 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
戦
時
中
の
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
活
動
」
『
考
古
学
ジ

　

ャ
ー
ナ
ル
』
338

・ 

太
平
洋
戦
争
研
究
会
編　

２
０
０
０
・
８[

２
０
０
１
・
５
第
６
刷]

『
学
校
で
教
え

　

な
い
教
科
書　

面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
太
平
洋
戦
争
』
日
本
文
芸
社

・ 

立
川
京
一 

２
０
１
０
・
３ 

「
戦
争
指
導
方
針
決
定
の
構
造―

太
平
洋
戦
争
時
の
日

　

本
を
事
例
と
し
て―

」
『
戦
史
研
究
年
報
』
第
13
号

・ 

花
田
勝
弘 

２
０
１
６
・
８ 

『
北
部
九
州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦―

沖
ノ
島
砲
台

　

と
宗
像―

』
宗
像
考
古
刊
行
会

・ 

福
岡
県
議
会
事
務
局 

 

１
９
５
７
・
12 

 

『
詳
説 

福
岡
県
議
会
史 

昭
和
篇
第
２
巻
』

・ 

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室 

１
９
７
２
・
７ 

『
本
土
決
戦
準
備
〈
２
〉―

九
州
の

　

防
衛―

』
戦
史
叢
書
57　

朝
雲
新
聞
社

・ 

毎
日
新
聞
社 

 

１
９
７
７
・
９ 

 

『
１
億
人
の
昭
和
史
［
15]

昭
和
史
写
真
年
表
』

（
い
さ
き
と
し
あ
き　

原
始
・
古
代
部
会
）

写真 13写真 14

写真 11写真 12

松脂採取の松林　1: さつき松原、2：緑町松原



50

は
じ
め
に

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
15
日
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
聖
断
と
し
て
の

「
大
東
亜
戦
争
終
結
ノ
詔
書
」
に
よ
り
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
昭
和
16
年
12
月
８
日
開
戦
の
太
平
洋
戦
争
は
、
昭
和
17
年
６
月
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
降
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
・
ア
ッ
ツ
・
マ
リ
ア
ナ
・
サ
イ
パ
ン
・

ペ
リ
リ
ュ
ー
な
ど
の
南
洋
で
の
敗
北
が
続
き
、
日
本
は
敗
戦
へ
の
道
を
辿
る
こ

と
に
な
る
。

　

日
本
政
府
・
大
本
営
は
戦
争
指
導
方
針
と
し
て
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
３

月
７
日
の
第
１
回
か
ら
都
合
４
回
に
わ
た
っ
て
「
今
後
採
ル
ヘ
キ
戦
争
指
導
ノ

（
基
本
）
大
綱
」（
「
戦
争
指
導
大
綱
」
）
を
定
め
た
と
さ
れ
る
が
（
立
川
２
０
１

０
）
、
そ
の
第
３
回
と
４
回
の
間
の
昭
和
20
年
１
月
18
日
に
最
高
戦
争
指
導
会

議
で
決
定
さ
れ
た
大
綱
で
「
帝
国
は
昭
和
二
十
年
前
半
期
に
於
て
、
速
に
日
満

華
の
総
力
を
徹
底
的
に
結
集
、
戦
力
化
し
特
に
本
土
決
戦
即
応
態
勢
を
確
立

し
、
一
億
必
勝
を
確
信
し
、
主
敵
米
の
侵
寇
を
破
摧
し
、
飽
く
迄
戦
争
を
完
遂

す
、
此
の
間
活
発
な
る
施
策
に
よ
り
対
ソ
静
謐
の
保
持
に
努
む
」
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
た
（
外
務
省
１
９
５
２
）
。

　

さ
ら
に
、
大
本
営
に
よ
る
同
年
１
月
20
日
の
「
帝
国
陸
海
軍
作
戦
計
画
大
綱
」

（
本
土
決
戦
に
関
す
る
作
戦
大
綱
）
も
示
さ
れ
た
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
。

　

昭
和
20
年
６
月
８
日
に
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
第
４
回
の
戦
争
指
導
大

綱
に
お
け
る
国
力
の
現
状
の
中
に
は
「
（
ニ
）
液
体
燃
料
ノ
供
給
ハ
今
後
日
満
支

ノ
自
給
ニ
俟
ツ
ノ
外
ナ
ク
貯
油
ノ
払
底
ト
増
産
計
画
ノ
進
行
遅
延
ニ
伴
ヒ
航
空

燃
料
等
ノ
逼
迫
ハ
中
期
以
降
戦
争
遂
行
ニ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
ス
情
勢
ナ

リ
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
、
航
空
燃
料
等
が
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

昭
和
20
年
に
入
っ
て
、
「
金
属
類
回
収
令
」
の
改
正
（
勅
令
第
62
号
）
に
見

る
よ
う
に
物
資
不
足
は
著
し
く
、
ま
た
、
根
こ
そ
ぎ
動
員
と
し
て
第
１
次
配
備

（
本
土
決
戦
第
一
次
兵
備
）
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
側
の
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
た
。

　

と
も
か
く
、
昭
和
19
～
20
年
の
頃
に
は
、
日
本
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
は
枯
渇
し
て
き
て
お
り
、
と
く
に
石
油
は
不
足
し
て
い
た
。
そ
れ
を
補
う

も
の
と
し
て
、
松
根
油
や
松
脂
、
樟
脳
・
樟
脳
油
、
箆
麻
な
ど
の
増
産
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
の
う
ち
、

本
稿
で
は
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
松
脂
の
採
取
痕
跡
事
例
を
紹
介
す
る
。

松
根
油
・
松
脂
と
は

　

松
根
油
と
は
、
北
村
恒
信
氏
に
よ
る
と
、「
松
の
根
株
を
乾
溜
し
て
得
た
の
が

松
根
油
で
あ
る
。
こ
れ
を
精
製
す
る
と
、
広
汎
な
用
途
を
も
つ
テ
レ
ピ
ン
油
や

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
、
そ
の
他
が
生
ま
れ
る
。…

（
中
略
）…

太
平
洋
戦
争
下
、

制
海
制
空
権
を
奪
わ
れ
、
南
方
占
領
地
区
か
ら
の
石
油
の
輸
送
も
困
難
を
き
わ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め

松
根
油
か
ら
航
空
燃
料
を
生
産
し
よ
う
と
、
大
政
翼
賛
会
の
運
動
と
し
て
日
本

全
国
各
県
、
各
市
町
村
、
各
地
区
へ
と
松
根
発
掘
量
を
割
り
当
て
る
な
ど
し
て

強
制
し
た
。
男
手
は
少
な
く
、
女
子
供
の
手
に
よ
る
慣
れ
な
い
重
労
働
が
毎
日

く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 /

 

松
根
油
が
航
空
燃
料
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
か
と
い
う
と
、
高
々
度
飛
行
に
絶
対
に
必
要
な
高
オ
ク
タ
ン
価
で
あ
る
。

１
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
で
は
零
下
55
度
に
も
温
度
が
下
が
り
、
気
圧
も
地
上
の

三
分
の
一
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
重
要
な
発
動
機
を
動
か
す
ガ
ソ
リ
ン
ま
で
も

蒸
気
閉
塞
を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
高
度
の
オ
ク
タ
ン
価
を
有
す

る
油
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 /

 

松
根
油
こ
そ
、
こ
の
要
求
に
う
っ
て
つ
け
の

高
性
能
オ
ク
タ
ン
価
（
150
以
上
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
研
究
の
結
果
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
（
北
村
２
０
０
２
）
、
航
空
燃
料
に
使
う
た
め
に
各
地

で
松
根
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
採
掘
さ
れ
た
松
根
の
量
は
、

陸
軍
地
域
約
23
万
ト
ン
、
海
軍
地
域
約
61
万
ト
ン
だ
っ
た
と
い
う
」
が
、
そ
れ

が
実
用
に
供
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
で
松
脂
は
、
『
広
辞
苑
』
（
昭
和
55
年
９
月 

第
２
版
補
訂
版 

第
５
刷
）

に
よ
る
と
、「
松
（
特
に
ク
ロ
マ
ツ
）
の
幹
か
ら
分
泌
し
た
樹
脂
。
粘
気
多
く
、

黄
色
ま
た
は
帯
褐
黄
色
で
、
硬
膏
・
蠟
膏
の
原
料
、
テ
レ
ビ
ン
油
・
ワ
ニ
ス
の

製
造
、
製
紙
・
石
鹸
工
業
な
ど
に
使
用
。
松
膏
。」
と
さ
れ
る
。
松
脂
は
、
松
の

根
株
を
乾
留
し
な
く
と
も
得
ら
れ
る
樹
脂
（
松
精
油
・
松
根
油
）
で
あ
り
、
よ

り
簡
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
根
油
等
に
か
か
る
研
究
及
び
施
策

　

我
が
国
に
お
い
て
、
松
脂
・
松
根
油
に
関
す
る
調
査
研
究
は
明
治
末
期
か
ら

見
ら
れ
る
。
森
林
総
合
研
究
所
（
現
国
立
研
究
開
発
法
人 

森
林
研
究
・
整
備

機
構
）
に
よ
る
試
験
報
告
が
あ
る
。
松
脂
は
蝋
燭
の
代
用
品
と
な
り
、
そ
の
蒸
留

で
得
ら
れ
た
松
精
油
が
香
水
・
薬
品
や
溶
剤
に
使
わ
れ
た
り
し
、
ま
た
、
松
根

油
は
ペ
イ
ン
ト
や
漆
溶
剤
、
防
擦
剤
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の

試
験
は
あ
く
ま
で
林
業
振
興
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
の
際
の
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
等
に
つ
い
て
は
、
不

足
す
る
航
空
機
燃
料
の
代
替
品
と
し
て
ま
ず
海
軍
が
取
り
組
み
、
次
い
で
陸
軍

や
農
商
務
省
・
内
務
省
も
開
発
に
乗
り
出
し
た
と
さ
れ
る
（
石
井
２
０
０
３
・

伊
藤
２
０
１
８
）
。
防
衛
省
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る

資
料
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
多
く
の
要
綱
や
方
策
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

・
昭
和
19
年
10
・
23
「
松
根
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
次
官
会
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
）

・
昭
和
20
年
３
・
15
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
実
施
方
策
」
（
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
会
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
16
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
20
「
樟
脳
、
樟
脳
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
）

　
　
　
　
　

４
・
20
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
ニ
関
ス
ル
陸
軍
、
海
軍
、
農
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
省
申
合
事
項
」

　
　
　
　
　

４
・
21
「
松
脂
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
（
農
商
次
官　

→　

各

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
道
府
県
あ
て
）

　
　
　
　
　

６
・
16
「
陸
海
軍
松
脂
支
援
地
域
中
央
協
定
」

　

ま
た
、
福
岡
県
議
会
で
は
、
昭
和
19
年
に
松
根
油
の
緊
急
抽
出
の
た
め
の
増

産
施
設
補
助
費
６
７
万
４
５
１
２
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
（
福
岡
県
議
会

１
９
５
７
）
。

松
脂
採
取
・
松
根
油
製
造
に
関
す
る
事
例

　

上
記
し
た
松
脂
採
取
や
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
国
を
挙
げ
て
の
取
組
み

で
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
人
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
た
ら
し
い
。

　

市
町
村
史
誌
類
に
も
戦
時
中
の
出
来
事
と
し
て
記
述
さ
れ
た
り
、
戦
時
中
の

こ
と
を
扱
っ
た
図
録
な
ど
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に
そ
れ
に
携
わ

っ
た
人
が
発
し
た
声
を
記
録
し
た
も
の
も
あ
る
。

 
 

井
上
晋
氏
は
福
岡
市
西
区
生
の
松
原
に
あ
る
九
州
大
学
演
習
林
内
の
松
林
中

に
、
松
脂
採
取
の
痕
跡
を
有
す
る
松
28
本
を
確
認
し
て
い
る
（
井
上
２
０
０
９
）
。

　

伊
藤
慎
二
氏
は
、
勤
務
す
る
大
学
の
構
内
に
あ
る
松
の
幹
に
残
る
削
っ
た
痕

に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
構
内
に
存
在
す
る
松
10
本
に

つ
い
て
、
縦
長
長
方
形
状
の
Ａ
類
と
、
横
長
で
下
向
き
の
三
角
形
状
の
Ｂ
類
に

分
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
松
脂
採
取
痕
跡
に
つ
い
て
の
解
釈
や
保
存
・
活
用

の
課
題
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
伊
藤
２
０
１
８
）。
考
古
学
的
視
点
で

検
証
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

特
異
な
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
20
年
７
月
末
に
奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
村

（
當
麻
町
）
加
守
字
ス
ミ
ヤ
キ
で
、
松
根
油
を
取
る
た
め
の
松
根
を
掘
っ
て
い
た

際
に
金
銅
骨
壺
を
掘
り
当
て
た
た
め
、
末
永
雅
雄
氏
と
嶋
田
曉
氏
と
が
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
い
う
（
嶋
田
２
０
０
９
）
。

宗
像
市
さ
つ
き
松
原
の
松
脂
採
取

 
 

全
国
白
砂
青
松
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
「
さ
つ
き
松
原
」
は

総
長
５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
北
端
に
近
い
所

の
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
間
に
、
松
脂
を
採
取
し
た
際
に
傷
つ
け
た
で
あ
ろ

う
痕
跡
の
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
、
少
な
く
と
も
５
本
は
確
認
で
き
た
。
周
辺
も
含

め
て
精
査
す
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
伊
藤
の
分
類
に

よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で
あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23
～
73
㎝
、

横
６
～
13
㎝
で
、
地
表
か
ら
の
高
さ
は
、
下
端
が
15
～
90
㎝
、
上
端
が
54
～

１
８
０
㎝
の
間
に
収
ま
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り
は
76
～
１
６
０
㎝
で

あ
っ
た
。
刻
線
ら
し
き
痕
跡
が
見
え
る
も
の
が
１
本
の
み
あ
っ
た
が
、
確
実
で

は
な
い
。

　

こ
の
松
林
は
、
全
体
に
小
さ
め
の
松
が
多
く
、
そ
の
中
に
古
い
大
き
な
松
が

点
在
す
る
と
い
う
景
観
で
あ
る
。
所
々
に

伐
り
倒
し
た
根
本
切
り
株
も
見
ら
れ
る
の

で
、
以
前
は
大
木
が
林
立
し
て
い
た
も
の

だ
ろ
う
。
現
存
の
大
き
な
松
の
根
回
り
は
２
０
０
㎝
を
越
す
も
の
が
あ
る
（
写

真
１
～
７
）
。

福
津
市
緑
町
松
林
の
松
脂
採
取

 
 

ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
の
中

に
、
松
脂
を
採
集
し
た
際
に
傷
つ
け

た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
少
な
く
と
も

５
本
は
確
認
で
き
た
。
伊
藤
の
分
類

に
よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で

あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23

～
42
㎝
、
横
13
～
25
㎝
で
、
地
表

か
ら
の
高
さ
は
40
～
１
３
３
㎝
と

な
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り

は
１
５
０
～
２
０
３
㎝
で
あ
っ
た
。
刻
線
の
あ
る
も
の
は
１
本
の
み
見
ら
れ
、

そ
の
刻
線
は
斜
格
子
状
を
呈
し
て
い
る
。
（
写
真
８
～
14
）

お
わ
り
に

　

石
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
の
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
昭
和
19
年
に
ド
イ

ツ
駐
在
武
官
か
ら
軍
令
部
宛
に
届
い
た
電
報
に
よ
る
情
報
、
す
な
わ
ち
「
ド
イ

ツ
で
は
松
か
ら
採
取
し
た
油
で
航
空
機
を
飛
ば
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
発

端
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

日
本
全
国
の
津
々
浦
々
で
松
の
根
を
掘
り
起
こ
し
、
松
脂
を
採
取
し
て
僅
か

な
航
空
ガ
ソ
リ
ン
が
製
造
さ
れ
た
も
の
の
「
そ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
航
空
機
に
使
用

さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
」
（
石
井
２
０
０
３
）
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
つ
き
松
原
は
黒
田
長
政
が
慶
長
７
年(

１
６
０
２)
に
マ
ツ
の
植
樹
を
命
じ

た
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
大
き
な
松
が
多
数
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ふ
く

つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
も
古
く
か
ら
の
松
並
と
考
え
て
よ
い
所
で
あ
る
。
と
も

に
昭
和
19
～
20
年
の
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
松
脂
を
採
集
し
た
松
は
た
く
さ

ん
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
傷
つ
け
た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
そ
こ
で
は

現
在
で
も
少
数
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

花
田
２
０
１
６
に
は
、
３
人
か
ら
の
引
用
・
聞
き
取
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
一
人
は
「
五
月
松
原
で
松
根
油
が
採
取
さ
れ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
さ
つ
き
松
原
の
５
本
の
松
の
傷
跡
が
松
脂

採
取
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
聞
き
取
り
内
容
を
現
認
し
え
た
と
考
え
た

い
。
ま
た
、
花
田
氏
の
母
親
の
体
験
談
に
は
松
脂
採
取
の
場
所
と
し
て
用
山
・

平
山
・
大
井
の
地
名
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
宗
像
の
内
陸
部
で
あ
る
。
そ

こ
に
傷
痕
跡
の
あ
る
松
が
今
も
現
存
す
る
か
否
か
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
松

の
あ
る
所
の
ほ
と
ん
ど
で
松
脂
採
取
が
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

玄
界
灘
か
ら
響
灘
の
沿
岸
に
は
、
虹
の
松
原
・
幣
の
松
原
・
生
の
松
原
・
さ

つ
き
松
原
・
三
里
松
原
な
ど
多
く
の
松
原
が
あ
る
。
多
く
の
松
で
松
脂
採
取
が

な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
先
の
戦
争
に
関
連
し
た
痕
跡
と
し
て
の
松
の
木
は
各
地
に
ま

だ
多
く
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
、
伊
藤
氏
の
論
文
や
花
田
氏
の
著

作
を
踏
ま
え
て
、
宗
像
地
域
で
確
認
し
え
た
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

末
尾
な
が
ら
、
ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
に
つ
い
て
、
そ
の
関
連
事
項
を

調
べ
て
い
た
だ
い
た
福
津
市
教
育
委
員
会
の
田
上
浩
司
氏
、
西
南
学
院
大
学
構

内
の
松
脂
採
取
痕
跡
ほ
か
を
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
種
々
教
示
い
た
だ
い
た
伊

藤
慎
二
氏
、
そ
し
て
花
田
勝
弘
氏
ほ
か
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

註
１
．
大
東
亜
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
、
日
中
戦
争
あ
る
い
は
１
９
３
１
（
昭
和

　

６
）
年
９
・
18
に
起
き
た
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
）
以
降
を
指
し
て
十
五
年
戦
争

　

と
捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
平
洋
戦
争
と
す
る
。

２
． 

国
立
公
文
書
館 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
燃
料
関
係
の

　

技
術
資
料
の
中
に
、
陸
軍
燃
料
研
究
所
が
行
っ
て
い
た
研
究
の
一
覧
が
あ
り
、
「
松

　

根
油
処
理
法
ニ
関
ス
ル
研
究
」
・
「
松
脂
処
理
ニ
関
ス
ル
研
究
」
が
示
さ
れ
る
。
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t
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３
．
守
屋
物
四
郎
・
石
坂
四
郎　

１
９
０
８
・
３
「
松
脂
採
集
試
験
報
告
」
林
業
試
験

　

報
告
№
５

　

牧
野
清
利
・
守
屋
重
政 

１
９
１
１
・
11 

「
松
根
油
製
造
試
験
報
告
」
林
業
試
験
報

　

告
№
９
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C
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５
．
福
岡
県
内
の
市
町
村
史
誌
類
で
は
、『
金
田
町
史
』（
１
９
６
８
）
・
『
郷
土
読
本
わ

　

れ
ら
の
川
崎
』
（
１
９
６
９
）
・
『
直
方
市
史 

資
料
編
下
巻
』
（
１
９
８
３
）
・
『
薦
野

　

の
戦
記
』（
１
９
８
４
）・
『
春
日
市
史
』（
１
９
９
５
）・
『
上
陽
町
郷
土
史
年
表
』（
１

　

９
９
５
）・『
小
郡
市
史 

第
五
巻
』（
１
９
９
９
）・『
星
野
村
史 

行
政
・
教
育
編
』（
２

　

０
０
０
）・『
大
野
城
市
史 

下
巻
』
（
２
０
０
４
）・『
築
城
町
誌
』
（
２
０
０
６
）・『
古

　

賀
市
う
る
わ
し
』
（
２
０
０
７
）
・
『
小
郡
市
史 

補
遺
編
』
（
２
０
１
７
）
な
ど
に
お

　

い
て
松
脂
採
取
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

６
．
多
く
の
事
例
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
例
え
ば
、
研
秀
出
版

　

株
式
会
社
の
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ラ
ー
昭
和
史 

第
８
巻 

終
戦
の
悲
劇
』
（
１
９
８

　

９
）
に
は
蒸
留
精
製
し
た
松
根
油
が
ド
ラ
ム
缶
に
つ
め
ら
れ
、
空
爆
を
避
け
る
た
め

　

に
地
下
貯
蔵
庫
に
搬
入
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
56
）
。

　
　

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
研
究
会
編
２
０
０
０
に
お
い
て
、
第
５
章
「
日
米
の
兵
器

　

比
較
に
み
る
戦
争
哲
学
の
違
い
」
の
中
の
「
科
学
技
術
と
戦
争
５　

松
ヤ
ニ
と
サ
ツ

　

マ
イ
モ
で
戦
闘
機
を
飛
ば
せ
！―

全
国
で
掘
り
起
こ
し
た
松
根
か
ら
も
ガ
ソ
リ
ン

　

づ
く
り―

」
の
項
に
添
付
さ
れ
た
写
真
な
ど
が
あ
る
（
Ｐ
245
）
。

　

　

さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
社
１
９
７
７
に
は
松
脂
採
取
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
（
Ｐ
85
）
、

　

伊
藤
２
０
１
８
に
は
松
脂
の
主
な
採
取
方
法
の
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
173
）
。

７
．
花
田
２
０
１
６
の
Ｐ
124
～
125
に
も
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
、
平
成
30
年

　

段
階
で
西
日
本
新
聞
が
毎
週
金
曜
日
の
朝
刊
に
連
載
し
て
い
る
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄

　

の
「
戦
争―

次
の
世
代
へ
の
伝
言
」
に
お
い
て
も
、
戦
争
体
験
者
の
こ
と
ば
と
し
て

　

松
根
掘
り
や
松
脂
採
取
の
話
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

８
．
ド
イ
ツ
駐
在
武
官
か
ら
の
電
報
に
つ
い
て
、
石
井
２
０
０
３
で
は
昭
和
19
年
３
月

　

と
し
、
伊
藤
２
０
１
８
は
同
年
７
月
と
し
て
い
る
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

・ 

石
井
正
紀 

２
０
０
３
・
６ 

『
陸
軍
燃
料
廠
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
）

・ 

伊
藤
慎
二 

２
０
１
８
・
２ 

「
西
南
学
院
大
学
構
内
の
戦
争
遺
跡―

戦
時
下
の
松
脂

　

採
取
痕
跡
を
中
心
に―

」
『
西
南
学
院
大
学 

国
際
文
化
論
集
』
第
32
巻 

第
２
号

・ 

井
上
晋 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
植
物
と
人
・
生
き
も
の
③ 

 

福
岡
市
・
生
ノ
松
原
の

　

松
脂
採
取
と
松
根
油
精
製
」
『
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
』
330

・ 

外
務
省
編
纂 

１
９
５
２
・
５ 

『
終
戦
史
録
』 

新
聞
月
鑑
社

・ 

北
村
恒
信 

２
０
０
２
・
９ 

『
戦
時
用
語
の
基
礎
知
識
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ

　

文
庫
）

・ 

嶋
田
曉 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
戦
時
中
の
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
活
動
」
『
考
古
学
ジ

　

ャ
ー
ナ
ル
』
338

・ 

太
平
洋
戦
争
研
究
会
編　

２
０
０
０
・
８[

２
０
０
１
・
５
第
６
刷]

『
学
校
で
教
え

　

な
い
教
科
書　

面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
太
平
洋
戦
争
』
日
本
文
芸
社

・ 

立
川
京
一 

２
０
１
０
・
３ 

「
戦
争
指
導
方
針
決
定
の
構
造―

太
平
洋
戦
争
時
の
日

　

本
を
事
例
と
し
て―

」
『
戦
史
研
究
年
報
』
第
13
号

・ 

花
田
勝
弘 

２
０
１
６
・
８ 

『
北
部
九
州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦―

沖
ノ
島
砲
台

　

と
宗
像―

』
宗
像
考
古
刊
行
会

・ 

福
岡
県
議
会
事
務
局 

 

１
９
５
７
・
12 

 

『
詳
説 

福
岡
県
議
会
史 

昭
和
篇
第
２
巻
』

・ 

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室 

１
９
７
２
・
７ 

『
本
土
決
戦
準
備
〈
２
〉―

九
州
の

　

防
衛―

』
戦
史
叢
書
57　

朝
雲
新
聞
社

・ 

毎
日
新
聞
社 

 

１
９
７
７
・
９ 

 

『
１
億
人
の
昭
和
史
［
15]

昭
和
史
写
真
年
表
』

（
い
さ
き
と
し
あ
き　

原
始
・
古
代
部
会
）

（
註
８
）



51

は
じ
め
に

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
15
日
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
聖
断
と
し
て
の

「
大
東
亜
戦
争
終
結
ノ
詔
書
」
に
よ
り
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
昭
和
16
年
12
月
８
日
開
戦
の
太
平
洋
戦
争
は
、
昭
和
17
年
６
月
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
降
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
・
ア
ッ
ツ
・
マ
リ
ア
ナ
・
サ
イ
パ
ン
・

ペ
リ
リ
ュ
ー
な
ど
の
南
洋
で
の
敗
北
が
続
き
、
日
本
は
敗
戦
へ
の
道
を
辿
る
こ

と
に
な
る
。

　

日
本
政
府
・
大
本
営
は
戦
争
指
導
方
針
と
し
て
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
３

月
７
日
の
第
１
回
か
ら
都
合
４
回
に
わ
た
っ
て
「
今
後
採
ル
ヘ
キ
戦
争
指
導
ノ

（
基
本
）
大
綱
」（
「
戦
争
指
導
大
綱
」
）
を
定
め
た
と
さ
れ
る
が
（
立
川
２
０
１

０
）
、
そ
の
第
３
回
と
４
回
の
間
の
昭
和
20
年
１
月
18
日
に
最
高
戦
争
指
導
会

議
で
決
定
さ
れ
た
大
綱
で
「
帝
国
は
昭
和
二
十
年
前
半
期
に
於
て
、
速
に
日
満

華
の
総
力
を
徹
底
的
に
結
集
、
戦
力
化
し
特
に
本
土
決
戦
即
応
態
勢
を
確
立

し
、
一
億
必
勝
を
確
信
し
、
主
敵
米
の
侵
寇
を
破
摧
し
、
飽
く
迄
戦
争
を
完
遂

す
、
此
の
間
活
発
な
る
施
策
に
よ
り
対
ソ
静
謐
の
保
持
に
努
む
」
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
た
（
外
務
省
１
９
５
２
）
。

　

さ
ら
に
、
大
本
営
に
よ
る
同
年
１
月
20
日
の
「
帝
国
陸
海
軍
作
戦
計
画
大
綱
」

（
本
土
決
戦
に
関
す
る
作
戦
大
綱
）
も
示
さ
れ
た
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
。

　

昭
和
20
年
６
月
８
日
に
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
た
第
４
回
の
戦
争
指
導
大

綱
に
お
け
る
国
力
の
現
状
の
中
に
は
「
（
ニ
）
液
体
燃
料
ノ
供
給
ハ
今
後
日
満
支

ノ
自
給
ニ
俟
ツ
ノ
外
ナ
ク
貯
油
ノ
払
底
ト
増
産
計
画
ノ
進
行
遅
延
ニ
伴
ヒ
航
空

燃
料
等
ノ
逼
迫
ハ
中
期
以
降
戦
争
遂
行
ニ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
ス
情
勢
ナ

リ
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
（
防
衛
庁
１
９
７
２
）
、
航
空
燃
料
等
が
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

昭
和
20
年
に
入
っ
て
、
「
金
属
類
回
収
令
」
の
改
正
（
勅
令
第
62
号
）
に
見

る
よ
う
に
物
資
不
足
は
著
し
く
、
ま
た
、
根
こ
そ
ぎ
動
員
と
し
て
第
１
次
配
備

（
本
土
決
戦
第
一
次
兵
備
）
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
側
の
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
た
。

　

と
も
か
く
、
昭
和
19
～
20
年
の
頃
に
は
、
日
本
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
は
枯
渇
し
て
き
て
お
り
、
と
く
に
石
油
は
不
足
し
て
い
た
。
そ
れ
を
補
う

も
の
と
し
て
、
松
根
油
や
松
脂
、
樟
脳
・
樟
脳
油
、
箆
麻
な
ど
の
増
産
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
の
う
ち
、

本
稿
で
は
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
松
脂
の
採
取
痕
跡
事
例
を
紹
介
す
る
。

松
根
油
・
松
脂
と
は

　

松
根
油
と
は
、
北
村
恒
信
氏
に
よ
る
と
、「
松
の
根
株
を
乾
溜
し
て
得
た
の
が

松
根
油
で
あ
る
。
こ
れ
を
精
製
す
る
と
、
広
汎
な
用
途
を
も
つ
テ
レ
ピ
ン
油
や

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
、
そ
の
他
が
生
ま
れ
る
。…

（
中
略
）…

太
平
洋
戦
争
下
、

制
海
制
空
権
を
奪
わ
れ
、
南
方
占
領
地
区
か
ら
の
石
油
の
輸
送
も
困
難
を
き
わ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め

松
根
油
か
ら
航
空
燃
料
を
生
産
し
よ
う
と
、
大
政
翼
賛
会
の
運
動
と
し
て
日
本

全
国
各
県
、
各
市
町
村
、
各
地
区
へ
と
松
根
発
掘
量
を
割
り
当
て
る
な
ど
し
て

強
制
し
た
。
男
手
は
少
な
く
、
女
子
供
の
手
に
よ
る
慣
れ
な
い
重
労
働
が
毎
日

く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 /

 

松
根
油
が
航
空
燃
料
と
し
て
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
か
と
い
う
と
、
高
々
度
飛
行
に
絶
対
に
必
要
な
高
オ
ク
タ
ン
価
で
あ
る
。

１
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
で
は
零
下
55
度
に
も
温
度
が
下
が
り
、
気
圧
も
地
上
の

三
分
の
一
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
重
要
な
発
動
機
を
動
か
す
ガ
ソ
リ
ン
ま
で
も

蒸
気
閉
塞
を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
高
度
の
オ
ク
タ
ン
価
を
有
す

る
油
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 /

 

松
根
油
こ
そ
、
こ
の
要
求
に
う
っ
て
つ
け
の

高
性
能
オ
ク
タ
ン
価
（
150
以
上
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
研
究
の
結
果
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
（
北
村
２
０
０
２
）
、
航
空
燃
料
に
使
う
た
め
に
各
地

で
松
根
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
採
掘
さ
れ
た
松
根
の
量
は
、

陸
軍
地
域
約
23
万
ト
ン
、
海
軍
地
域
約
61
万
ト
ン
だ
っ
た
と
い
う
」
が
、
そ
れ

が
実
用
に
供
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
で
松
脂
は
、
『
広
辞
苑
』
（
昭
和
55
年
９
月 

第
２
版
補
訂
版 

第
５
刷
）

に
よ
る
と
、「
松
（
特
に
ク
ロ
マ
ツ
）
の
幹
か
ら
分
泌
し
た
樹
脂
。
粘
気
多
く
、

黄
色
ま
た
は
帯
褐
黄
色
で
、
硬
膏
・
蠟
膏
の
原
料
、
テ
レ
ビ
ン
油
・
ワ
ニ
ス
の

製
造
、
製
紙
・
石
鹸
工
業
な
ど
に
使
用
。
松
膏
。」
と
さ
れ
る
。
松
脂
は
、
松
の

根
株
を
乾
留
し
な
く
と
も
得
ら
れ
る
樹
脂
（
松
精
油
・
松
根
油
）
で
あ
り
、
よ

り
簡
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
根
油
等
に
か
か
る
研
究
及
び
施
策

　

我
が
国
に
お
い
て
、
松
脂
・
松
根
油
に
関
す
る
調
査
研
究
は
明
治
末
期
か
ら

見
ら
れ
る
。
森
林
総
合
研
究
所
（
現
国
立
研
究
開
発
法
人 

森
林
研
究
・
整
備

機
構
）
に
よ
る
試
験
報
告
が
あ
る
。
松
脂
は
蝋
燭
の
代
用
品
と
な
り
、
そ
の
蒸
留

で
得
ら
れ
た
松
精
油
が
香
水
・
薬
品
や
溶
剤
に
使
わ
れ
た
り
し
、
ま
た
、
松
根

油
は
ペ
イ
ン
ト
や
漆
溶
剤
、
防
擦
剤
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の

試
験
は
あ
く
ま
で
林
業
振
興
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
の
際
の
松
脂
採
取
、
松
根
油
製
造
等
に
つ
い
て
は
、
不

足
す
る
航
空
機
燃
料
の
代
替
品
と
し
て
ま
ず
海
軍
が
取
り
組
み
、
次
い
で
陸
軍

や
農
商
務
省
・
内
務
省
も
開
発
に
乗
り
出
し
た
と
さ
れ
る
（
石
井
２
０
０
３
・

伊
藤
２
０
１
８
）
。
防
衛
省
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る

資
料
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
多
く
の
要
綱
や
方
策
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

・
昭
和
19
年
10
・
23
「
松
根
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
次
官
会
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
）

・
昭
和
20
年
３
・
15
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
実
施
方
策
」
（
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
会
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
16
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議
決
定
）

　
　
　
　
　

３
・
20
「
樟
脳
、
樟
脳
油
等
緊
急
増
産
対
策
措
置
要
綱
」
（
閣
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
）

　
　
　
　
　

４
・
20
「
松
根
油
等
拡
充
増
産
ニ
関
ス
ル
陸
軍
、
海
軍
、
農
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
省
申
合
事
項
」

　
　
　
　
　

４
・
21
「
松
脂
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
（
農
商
次
官　

→　

各

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
道
府
県
あ
て
）

　
　
　
　
　

６
・
16
「
陸
海
軍
松
脂
支
援
地
域
中
央
協
定
」

　

ま
た
、
福
岡
県
議
会
で
は
、
昭
和
19
年
に
松
根
油
の
緊
急
抽
出
の
た
め
の
増

産
施
設
補
助
費
６
７
万
４
５
１
２
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
（
福
岡
県
議
会

１
９
５
７
）
。

松
脂
採
取
・
松
根
油
製
造
に
関
す
る
事
例

　

上
記
し
た
松
脂
採
取
や
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
国
を
挙
げ
て
の
取
組
み

で
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
人
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
た
ら
し
い
。

　

市
町
村
史
誌
類
に
も
戦
時
中
の
出
来
事
と
し
て
記
述
さ
れ
た
り
、
戦
時
中
の

こ
と
を
扱
っ
た
図
録
な
ど
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に
そ
れ
に
携
わ

っ
た
人
が
発
し
た
声
を
記
録
し
た
も
の
も
あ
る
。

 
 

井
上
晋
氏
は
福
岡
市
西
区
生
の
松
原
に
あ
る
九
州
大
学
演
習
林
内
の
松
林
中

に
、
松
脂
採
取
の
痕
跡
を
有
す
る
松
28
本
を
確
認
し
て
い
る
（
井
上
２
０
０
９
）
。

　

伊
藤
慎
二
氏
は
、
勤
務
す
る
大
学
の
構
内
に
あ
る
松
の
幹
に
残
る
削
っ
た
痕

に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
構
内
に
存
在
す
る
松
10
本
に

つ
い
て
、
縦
長
長
方
形
状
の
Ａ
類
と
、
横
長
で
下
向
き
の
三
角
形
状
の
Ｂ
類
に

分
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
松
脂
採
取
痕
跡
に
つ
い
て
の
解
釈
や
保
存
・
活
用

の
課
題
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
伊
藤
２
０
１
８
）。
考
古
学
的
視
点
で

検
証
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

特
異
な
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
20
年
７
月
末
に
奈
良
県
北
葛
城
郡
当
麻
村

（
當
麻
町
）
加
守
字
ス
ミ
ヤ
キ
で
、
松
根
油
を
取
る
た
め
の
松
根
を
掘
っ
て
い
た

際
に
金
銅
骨
壺
を
掘
り
当
て
た
た
め
、
末
永
雅
雄
氏
と
嶋
田
曉
氏
と
が
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
い
う
（
嶋
田
２
０
０
９
）
。

宗
像
市
さ
つ
き
松
原
の
松
脂
採
取

 
 

全
国
白
砂
青
松
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
「
さ
つ
き
松
原
」
は

総
長
５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
北
端
に
近
い
所

の
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
間
に
、
松
脂
を
採
取
し
た
際
に
傷
つ
け
た
で
あ
ろ

う
痕
跡
の
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
、
少
な
く
と
も
５
本
は
確
認
で
き
た
。
周
辺
も
含

め
て
精
査
す
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
伊
藤
の
分
類
に

よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で
あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23
～
73
㎝
、

横
６
～
13
㎝
で
、
地
表
か
ら
の
高
さ
は
、
下
端
が
15
～
90
㎝
、
上
端
が
54
～

１
８
０
㎝
の
間
に
収
ま
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り
は
76
～
１
６
０
㎝
で

あ
っ
た
。
刻
線
ら
し
き
痕
跡
が
見
え
る
も
の
が
１
本
の
み
あ
っ
た
が
、
確
実
で

は
な
い
。

　

こ
の
松
林
は
、
全
体
に
小
さ
め
の
松
が
多
く
、
そ
の
中
に
古
い
大
き
な
松
が

点
在
す
る
と
い
う
景
観
で
あ
る
。
所
々
に

伐
り
倒
し
た
根
本
切
り
株
も
見
ら
れ
る
の

で
、
以
前
は
大
木
が
林
立
し
て
い
た
も
の

だ
ろ
う
。
現
存
の
大
き
な
松
の
根
回
り
は
２
０
０
㎝
を
越
す
も
の
が
あ
る
（
写

真
１
～
７
）
。

福
津
市
緑
町
松
林
の
松
脂
採
取

 
 

ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
の
中

に
、
松
脂
を
採
集
し
た
際
に
傷
つ
け

た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
少
な
く
と
も

５
本
は
確
認
で
き
た
。
伊
藤
の
分
類

に
よ
る
Ｂ
類
は
な
く
、
Ａ
類
の
み
で

あ
っ
た
。
傷
痕
跡
の
大
き
さ
は
縦
23

～
42
㎝
、
横
13
～
25
㎝
で
、
地
表

か
ら
の
高
さ
は
40
～
１
３
３
㎝
と

な
る
。
傷
の
あ
る
中
心
部
の
幹
回
り

は
１
５
０
～
２
０
３
㎝
で
あ
っ
た
。
刻
線
の
あ
る
も
の
は
１
本
の
み
見
ら
れ
、

そ
の
刻
線
は
斜
格
子
状
を
呈
し
て
い
る
。
（
写
真
８
～
14
）

お
わ
り
に

　

石
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
の
松
根
油
製
造
に
つ
い
て
は
、
昭
和
19
年
に
ド
イ

ツ
駐
在
武
官
か
ら
軍
令
部
宛
に
届
い
た
電
報
に
よ
る
情
報
、
す
な
わ
ち
「
ド
イ

ツ
で
は
松
か
ら
採
取
し
た
油
で
航
空
機
を
飛
ば
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
発

端
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

日
本
全
国
の
津
々
浦
々
で
松
の
根
を
掘
り
起
こ
し
、
松
脂
を
採
取
し
て
僅
か

な
航
空
ガ
ソ
リ
ン
が
製
造
さ
れ
た
も
の
の
「
そ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
航
空
機
に
使
用

さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
」
（
石
井
２
０
０
３
）
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
つ
き
松
原
は
黒
田
長
政
が
慶
長
７
年(

１
６
０
２)

に
マ
ツ
の
植
樹
を
命
じ

た
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
大
き
な
松
が
多
数
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ふ
く

つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
も
古
く
か
ら
の
松
並
と
考
え
て
よ
い
所
で
あ
る
。
と
も

に
昭
和
19
～
20
年
の
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
松
脂
を
採
集
し
た
松
は
た
く
さ

ん
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
傷
つ
け
た
痕
跡
の
あ
る
松
が
、
そ
こ
で
は

現
在
で
も
少
数
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

花
田
２
０
１
６
に
は
、
３
人
か
ら
の
引
用
・
聞
き
取
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
一
人
は
「
五
月
松
原
で
松
根
油
が
採
取
さ
れ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
さ
つ
き
松
原
の
５
本
の
松
の
傷
跡
が
松
脂

採
取
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
聞
き
取
り
内
容
を
現
認
し
え
た
と
考
え
た

い
。
ま
た
、
花
田
氏
の
母
親
の
体
験
談
に
は
松
脂
採
取
の
場
所
と
し
て
用
山
・

平
山
・
大
井
の
地
名
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
宗
像
の
内
陸
部
で
あ
る
。
そ

こ
に
傷
痕
跡
の
あ
る
松
が
今
も
現
存
す
る
か
否
か
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
松

の
あ
る
所
の
ほ
と
ん
ど
で
松
脂
採
取
が
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

玄
界
灘
か
ら
響
灘
の
沿
岸
に
は
、
虹
の
松
原
・
幣
の
松
原
・
生
の
松
原
・
さ

つ
き
松
原
・
三
里
松
原
な
ど
多
く
の
松
原
が
あ
る
。
多
く
の
松
で
松
脂
採
取
が

な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
先
の
戦
争
に
関
連
し
た
痕
跡
と
し
て
の
松
の
木
は
各
地
に
ま

だ
多
く
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
、
伊
藤
氏
の
論
文
や
花
田
氏
の
著

作
を
踏
ま
え
て
、
宗
像
地
域
で
確
認
し
え
た
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

末
尾
な
が
ら
、
ふ
く
つ
海
岸
ど
お
り
の
松
林
に
つ
い
て
、
そ
の
関
連
事
項
を

調
べ
て
い
た
だ
い
た
福
津
市
教
育
委
員
会
の
田
上
浩
司
氏
、
西
南
学
院
大
学
構

内
の
松
脂
採
取
痕
跡
ほ
か
を
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
種
々
教
示
い
た
だ
い
た
伊

藤
慎
二
氏
、
そ
し
て
花
田
勝
弘
氏
ほ
か
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

註
１
．
大
東
亜
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
、
日
中
戦
争
あ
る
い
は
１
９
３
１
（
昭
和

　

６
）
年
９
・
18
に
起
き
た
満
州
事
変
（
柳
条
湖
事
件
）
以
降
を
指
し
て
十
五
年
戦
争

　

と
捉
え
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
平
洋
戦
争
と
す
る
。

２
． 

国
立
公
文
書
館 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
燃
料
関
係
の

　

技
術
資
料
の
中
に
、
陸
軍
燃
料
研
究
所
が
行
っ
て
い
た
研
究
の
一
覧
が
あ
り
、
「
松

　

根
油
処
理
法
ニ
関
ス
ル
研
究
」
・
「
松
脂
処
理
ニ
関
ス
ル
研
究
」
が
示
さ
れ
る
。

　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
c
a
r
.
g
o
.
j
p
 
 
 
C
1
3
1
2
0
8
4
5
9
0
0

３
．
守
屋
物
四
郎
・
石
坂
四
郎　

１
９
０
８
・
３
「
松
脂
採
集
試
験
報
告
」
林
業
試
験

　

報
告
№
５

　

牧
野
清
利
・
守
屋
重
政 

１
９
１
１
・
11 

「
松
根
油
製
造
試
験
報
告
」
林
業
試
験
報

　

告
№
９

　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
f
f
p
r
i
.
a
f
f
r
c
.
g
o
.
j
p
/
l
a
b
s
/
k
a
n
k
o
/
9
-
9
.
p
d
f

４
．h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
c
a
r
.
g
o
.
j
p
 
 
 
C
1
3
1
2
0
9
1
7
6
0
0

５
．
福
岡
県
内
の
市
町
村
史
誌
類
で
は
、『
金
田
町
史
』（
１
９
６
８
）
・
『
郷
土
読
本
わ

　

れ
ら
の
川
崎
』
（
１
９
６
９
）
・
『
直
方
市
史 

資
料
編
下
巻
』
（
１
９
８
３
）
・
『
薦
野

　

の
戦
記
』（
１
９
８
４
）・
『
春
日
市
史
』（
１
９
９
５
）・
『
上
陽
町
郷
土
史
年
表
』（
１

　

９
９
５
）・『
小
郡
市
史 
第
五
巻
』（
１
９
９
９
）・『
星
野
村
史 

行
政
・
教
育
編
』（
２

　

０
０
０
）・『
大
野
城
市
史 
下
巻
』
（
２
０
０
４
）・『
築
城
町
誌
』
（
２
０
０
６
）・『
古

　

賀
市
う
る
わ
し
』
（
２
０
０
７
）
・
『
小
郡
市
史 

補
遺
編
』
（
２
０
１
７
）
な
ど
に
お

　

い
て
松
脂
採
取
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

６
．
多
く
の
事
例
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
例
え
ば
、
研
秀
出
版

　

株
式
会
社
の
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ラ
ー
昭
和
史 
第
８
巻 

終
戦
の
悲
劇
』
（
１
９
８

　

９
）
に
は
蒸
留
精
製
し
た
松
根
油
が
ド
ラ
ム
缶
に
つ
め
ら
れ
、
空
爆
を
避
け
る
た
め

　

に
地
下
貯
蔵
庫
に
搬
入
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
56
）
。

　
　

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
研
究
会
編
２
０
０
０
に
お
い
て
、
第
５
章
「
日
米
の
兵
器

　

比
較
に
み
る
戦
争
哲
学
の
違
い
」
の
中
の
「
科
学
技
術
と
戦
争
５　

松
ヤ
ニ
と
サ
ツ

　

マ
イ
モ
で
戦
闘
機
を
飛
ば
せ
！―

全
国
で
掘
り
起
こ
し
た
松
根
か
ら
も
ガ
ソ
リ
ン

　

づ
く
り―

」
の
項
に
添
付
さ
れ
た
写
真
な
ど
が
あ
る
（
Ｐ
245
）
。

　

　

さ
ら
に
、
毎
日
新
聞
社
１
９
７
７
に
は
松
脂
採
取
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
（
Ｐ
85
）
、

　

伊
藤
２
０
１
８
に
は
松
脂
の
主
な
採
取
方
法
の
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
173
）
。

７
．
花
田
２
０
１
６
の
Ｐ
124
～
125
に
も
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
、
平
成
30
年

　

段
階
で
西
日
本
新
聞
が
毎
週
金
曜
日
の
朝
刊
に
連
載
し
て
い
る
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄

　

の
「
戦
争―

次
の
世
代
へ
の
伝
言
」
に
お
い
て
も
、
戦
争
体
験
者
の
こ
と
ば
と
し
て

　

松
根
掘
り
や
松
脂
採
取
の
話
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

８
．
ド
イ
ツ
駐
在
武
官
か
ら
の
電
報
に
つ
い
て
、
石
井
２
０
０
３
で
は
昭
和
19
年
３
月

　

と
し
、
伊
藤
２
０
１
８
は
同
年
７
月
と
し
て
い
る
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

・ 

石
井
正
紀 

２
０
０
３
・
６ 

『
陸
軍
燃
料
廠
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
）

・ 

伊
藤
慎
二 

２
０
１
８
・
２ 

「
西
南
学
院
大
学
構
内
の
戦
争
遺
跡―

戦
時
下
の
松
脂

　

採
取
痕
跡
を
中
心
に―

」
『
西
南
学
院
大
学 

国
際
文
化
論
集
』
第
32
巻 

第
２
号

・ 

井
上
晋 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
植
物
と
人
・
生
き
も
の
③ 

 

福
岡
市
・
生
ノ
松
原
の

　

松
脂
採
取
と
松
根
油
精
製
」
『
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
』
330

・ 

外
務
省
編
纂 

１
９
５
２
・
５ 

『
終
戦
史
録
』 

新
聞
月
鑑
社

・ 

北
村
恒
信 

２
０
０
２
・
９ 

『
戦
時
用
語
の
基
礎
知
識
』 

光
人
社
（
光
人
社
Ｎ
Ｆ

　

文
庫
）

・ 

嶋
田
曉 

 

２
０
０
９
・
９ 

「
戦
時
中
の
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
活
動
」
『
考
古
学
ジ

　

ャ
ー
ナ
ル
』
338

・ 

太
平
洋
戦
争
研
究
会
編　

２
０
０
０
・
８[

２
０
０
１
・
５
第
６
刷]

『
学
校
で
教
え

　

な
い
教
科
書　

面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
太
平
洋
戦
争
』
日
本
文
芸
社

・ 

立
川
京
一 

２
０
１
０
・
３ 

「
戦
争
指
導
方
針
決
定
の
構
造―

太
平
洋
戦
争
時
の
日

　

本
を
事
例
と
し
て―

」
『
戦
史
研
究
年
報
』
第
13
号

・ 

花
田
勝
弘 

２
０
１
６
・
８ 

『
北
部
九
州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦―

沖
ノ
島
砲
台

　

と
宗
像―

』
宗
像
考
古
刊
行
会

・ 

福
岡
県
議
会
事
務
局 

 

１
９
５
７
・
12 

 

『
詳
説 

福
岡
県
議
会
史 

昭
和
篇
第
２
巻
』

・ 

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室 

１
９
７
２
・
７ 

『
本
土
決
戦
準
備
〈
２
〉―

九
州
の

　

防
衛―

』
戦
史
叢
書
57　

朝
雲
新
聞
社

・ 
毎
日
新
聞
社 

 

１
９
７
７
・
９ 

 

『
１
億
人
の
昭
和
史
［
15]

昭
和
史
写
真
年
表
』

（
い
さ
き
と
し
あ
き　

原
始
・
古
代
部
会
）


